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専務理事に就任して

巻頭言

公益財団法人　給水工事技術振興財団
専務理事　石飛　博之

　本年 2月に専務理事に就任した石飛です。当
財団は役職員合わせて 20名程の小さな所帯です
が、眞柄理事長のもと職員と協力して、これか
らの社会に役立つ事業を展開してまいる所存で
す。どうかよろしくお願い申し上げます。
　当財団の最も重要な事業である給水装置工事
主任技術者の国家試験は、全国統一レベルの知
識と技能を持った技術者を養成し、どこでも適
正な給水装置工事が実施されるようにすること
が目的です。本年度は 10 月 28 日に全国 8地区
10 会場で実施します。また、過去 3年以内の受
験番号を入力することで実務従事証明書の提出
が省略できるようにするなど、受験者による申
請手続きの一層の利便性を高めるとともに、合
格を目指す受験者への情報提供も充実してまい
ります。
　今年の通常国会に再提出され、衆議院で可決
され参議院に付託された水道法の改正案では、
指定給水装置工事事業者の指定の更新制度を導
入することが規定されています。指定工事事業
者の指定要件はこれまでと変わりませんが、工
事計画の立案や水道事業体との協議を行い、実
際の現場での工事を監督、主導する立場の主任
技術者は、日進月歩の給水装置の製品や工法を
熟知しておくことが必要であり、指定の更新に
あたっては、5年以内の研修実績を求められる
ことが想定されます。そこで、ｅラーニングを
始めとする当財団の研修内容を拡充して、指定
工事事業者の指定・更新に合わせて主任技術者
に活用してもらう事業を開始します。
　7年前の東日本大震災以降も一昨年の熊本地
震、さらに全国各地で台風や集中豪雨によって水
道施設に甚大な被害が発生しています。災害時に
水道の復旧を早めるためには、管工事業者が遠
方の見知らぬ被災地に赴いて、的確に復旧作業

ができるかどうかが非常に重要だと考えています。
その意味で、当財団が実施している給水装置工
事配管技能検定会は、全国標準の配管技能を習
得した技術者を全国に広げることで、通常時の
工事レベルの向上はもとより、災害発生時の復
旧作業を間違いなく迅速に行えるようにするこ
とに繋がっていると考えています。ただ現状は、
全国で給水装置工事に携わっておられる技術者
数に比べて、検定会の開催地数、受検者数は非
常に少ないレベルにとどまっています。今後は、
全国管工事業協同組合連合会の各ブロック・都
道府県支部や日本水道協会の各支部のご理解と
ご協力を賜りながら、検定会の有用性を PRし
て事業の大幅拡大を目指してまいります。
　大災害に伴う水道の被害のうち、水道事業体
が管理している水源から配水管までの施設に比
べて、水道の利用者が管理すべき給水装置の被
害状況にはあまり目が向けられていませんでし
た。そこで、当財団では、被災事業体のご協力
を得て、国庫補助対象となり、被災状況の写真
等が残っている給水装置の被害状況をまとめて
います。東日本大震災については平成 28 年 9月
に調査結果を公表し、熊本地震についても調査
結果を取りまとめ中です。これらの成果が、今
後の給水装置の安全、強靭、持続に繋がること
を期待しています。
　当財団の機関誌「きゅうすい工事」では、こ
れからも幅広い水道関係の読者の皆さまの役に
立つ情報をお届けするとともに、配管技能検定
会に参加された方の声なども紹介して水道界の
皆さまの交流を深め、人脈のネットワークを広
げるための広報誌を目指して努力してまいりま
す。引き続きご愛読を賜りますようお願い申し
上げます。

専務理事に就任して
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エッセイ エッセイ
ଜͷਫಓʹ͘ڻ

石ڮ　ྑ৴　　

略歴
昭和 54 年 3 月　　東北大学大学院工学研究科博士課程修了
昭和 54 年 4 月　　東北学院大学工学部講師
平成 8 年 1 月　　アジア工科大学院大学 (AIT) 教授
平成 24 年 4 月　　東北学院大学大学院工学研究科長
平成 28 年 3 月　　東北学院大学退職　名誉教授
平成 28 年 10 月　　タイ国コンケン大学公衆衛生学部教授

　大ֶを定年ୀ職後、λΠ国ίンέン大ֶ公衆
Ӵ生ֶ部に赴任した。ίンέンはλΠ東部に
Ґ置し、大ֶは東地方のֶ生が集まる૯合大
ֶである。新しい生活ڥのもと、日ʑ新たな
体験をさせてもらっている。
　�月中०は水かけࡇで有名なιンクラーンの
日が続く。そんなં、同྅に༠われてଜで生ٳ
活する機会を得た。ଜはίンέンからंで 2時
間΄ど、どこまでも続くాࣷの風ܠの中、λン
Ϙンというαブ࣏ࣗ区にいくつかのଜがࡏ
する。ଜにはݹい家と新しい家がある。ݹい家
はの高চࣜでബ҉い。ଜのऩ入は少なく、
家の月平ۉऩ入は �000 όーπʢ最 1000 όー
π、�最高 10 ສόーπʣとශしい。大ࠇபは出Ք
͗に出られͣ、新しい家のଟくは່がόンίク
でՔいでݐっている。๚Ͷた家は大家でෑ地
内にのॅΉ、ܑఋ従ຓのॅΉ家がある。
ଜにணいたとき、ࢲが水に係わっていることを
知っている家はԘૉが入っているから安全な
水道水だとތらしげにした。それは後でこと
ごとく൱定されることになるのだが。
　この家は広大な場をもっている。ถ、αト
ΩϏをഓし、ΞロΤにࣅたトήトήの༿の
ελーϑルーπをは͡めଟくの果がҭち、ڇ、
ಲ、μックなどの家சもࣂっている。小には
をしࢹ人が৸ധまりし、టよけのために監ޏ
ている。
　この場を見に行った్中、ড়水場に立ち
った。୭もおらͣ、施ৣもしていない。அりد
もなく入ってΈるがڽ集ࡎは見当たらないが、
ΧルγϜのାは置いてあった。うࢎѥԘૉ࣍
流ࣜのڽ集はわͣかに水の流れはあったが、
部的にΦーόーϑローし、ྨも付ணしてい
た。当વϑロックはあるはͣもない。ఽ、
ろ過もݪ水のような水のままである。ড়水
も֖が開いたままであった。ただ、家での水道

水はんでいたので、࠭だけでᖤされていると
想૾した。残ཹԘૉଌ定Ωットを持っていかな
かったことが৺残りであるが、残ཹԘૉはෆ検
出であろう。これでは水ױ࣬ܥはげない。ଟ
くΈられるٸ性Լཀྵはݮらないはͣである。
ଜ人がҩྍ機関を受する前に安全な水道で࣬
පを制ޚしようと意ࠐؾんでいるࢲにとっては
いたたまれない現実であった。
　λΠの水道の所管は.8"ʢट都ݍ水道公社ʣ、
P8"ʢ地方水道公社ʣと -PDBM�(PWFSONFOU に
けられる。1990 年ࠒにอ݈省の指導でଜに 1
つͣつড়水場を設置することが決められた、؆
୯な水道設計指のようなものも存ࡏする。ଜ
のড়水場は -PDBM�(PWFSONFOU が໘をΈるこ
とになっているが、手がճらͣに、ড়水理も
知らͣ、適なૢ作も知らないଜ人がܦ験的に
ড়水している現状にある。ࢲは大ֶۙ߫の数Օ
所のଜを調査してきた。ڽ集ࡎはེࢎΞンϞニ
ϜΞルϛニϜと࣍ѥԘૉࢎΧルγϜを
うことがଟく、かつそれらを同時にఴ加してい
る。γϟワー、৯ثચいなどで生活ڥは改ળ
されたとはࢥうが、残ཹԘૉは΄とんど検出さ
れͣ、大܈ە数やฅ便性大ەが検出される
ことがあって、上هのଜ΄どではないが決して
安全な水とはいえない。
　現ࢲ、ࡏは水道関連の役ׂとして、ίϛϡ
ニςΟの水道改ળϓロδΣクトの協力ҕ員や
P8"のトレーニングηンλーと関わりをもち、
大ֶでは所有のড়水場の改ળやελッϑのト
レーニングをا画するなど、水道水࣭と管理の
向上に努めようとしている。一方、わが国はҿ
める水、ઌড়水技術をうたいจ۟に༌出をਪ
している。しかし、これはट都ݍや大都ࢢの
ΈがԸܙを受ける。もっとଜの水道のΠンϑラ
උに力を入れて΄しいと願っている。
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エッセイ エッセイ
தࠃ੨

㈃㈵㈁

ౡͷ͍ग़
ʵେਫͱ੨ౡୈೋࠃຽֶߍʵ

　　　　ాُ

略歴
昭和 12 年 5 月　　東京市淀橋区にて誕生
昭和 39 年 4 月　　都水道局
昭和 46 年 7 月　　都下水道局
昭和 62 年 6 月　　東京設計事務所
平成 2 年 11 月　　同社　代表取締役社長
平成 29 年 12 月　　同社　代表取締役会長

　の事の関係で、ࢲども家は੨ౡʢνンλ
Φʣにり、ࢲはࢠ供のࠒの �年間を੨ౡで過ごし
た。そしてऴઓ後、日本に引き༲げてきた。
　地ਤで見ると、੨ౡはࢁ東ౡೆ؛のभ入ޱ
にҐ置しており、風ޫ明ᇪでߓや工業がんな中
国の主要都ࢢである。੨ౡϏールでその名をࢥいු
かべる人もଟいのではなかろうか。
　日ਗ਼ઓ૪後のࡾ国ׯবで、੨ౡはυΠπのેआ地
となった。υΠπはߓ܉、మ道、上Լ水道施設など
をඋし、੨ౡはϤーロッύ風のඒしい֗となった。
ୈ一ੈ࣍界大ઓでυΠπがഊれ、੨ౡࢢは日本の管
界大ઓでわੈ࣍Լに置かれていたが、それはୈೋ
が国がഊれるまでであった。
のは、大正ࢲ　 1� 年に東ࢢژ水道ہに技ࢣとし
てไ職し、上Լ水道の業務に携わった。しかしઓӢ
になると、府のࢭとなり小Տ内μϜの工事が中ٸ
要請を受け、ֻ長の職をࣙし੨ౡ水道会社の常ٸۓ
務取క役技ࢣ長に就任した。ত 1� 年のことであ
る。それは、੨ౡࢢのܹٸな人૿ޱ加で生͡ていた
அ水対ࡦと؋܉への給水力を૿強するため行う水道
施設の拡ு事業であり、その技術的任者となるこ
とであった。
　੨ౡࢢは降水ྔが少なく、付ۙに大Տがないの
で水源の確อにۤしんだが、ශऑながら大きく拡
がっている෬流水に目をつけ、૯Ԇ長 3LNのαΠ
ϗンࣜ集水管で取水した。そして੨ౡߓཪのٰの上
に大配水をݐ設し、े数 LNにٴͿૹ水に成ޭし
た。このԁܗܘ �0NでమےίンクϦート製の大
配水は、東ژ都のా۷給水所をしてஙされ
た。そのా۷給水所はত � 年ॡ工の東ࢢژ水
道ہが૯力をڍげてݐ設した 32 をしܗԁࣅۙ֯
たඒしい配水である。当時としては東༸一の容
ྔ �2000N3 をތり、設計はہが行ったが、施工は
ॳめて請ෛで実施された。は設計・工事を୲当し
ていたので、ా۷のσーλを੨ౡのٸۓ事業に
用し、さらに大ܕの配水をஙするのに役立てた
ものとࢥわれる。ୡがۤ࿑してஙいた੨ౡの大配

水は日本時にஙした東༸で最大ڃのݐで
あり、日本の水道技術を活かせたྫとしてތり得る
ものであろう。ੈా୩区大ݪの立の中に࠲މして
いたా۷給水所は最ۙ改ஙのためյされたとฉく
が、੨ౡの大配水のその後も知りたいものである。
　੨ౡにはଟくの日本人がॅんでいた。ೋつの中ֶ
とつの小ֶߍがあったことからも人のଟさがਪ
ଌできる。当時は小ֶߍではなくて、国ຽֶߍであっ
たが、ࢲが੨ౡୈೋ国ຽֶߍʢ通শೋ国ʣのೋ年生
のときഊઓとなり、ֶߍはถ܉にऩされた。ࢲは
ೋ国のことはかなりྑくهԱしているが、同ڃ生と
の交༡はない。このॳՆ、ಥવఱ国へཱྀ立ったࡀࡾ
年上の࢞は、l े会 z と名付けたೋ国のクラε
会をԿे年も続けていた。࢞のҨ品を理している
とे会のࢿྉが出てきた。なんとೋ国のௗᛌਤ
があるではないか。ଟくの議をܦて作られたらし
く、࣍ࡾ修正൛が最ऴとなっている。新ࣷߍはమے
ίンクϦートݐ֊࢛で、פݫに対ॲするためϘΠ
ラーによるενーϜஆと当時はしかった์ૹ設
උが各ࣨڭにඋえられていた。有能で৺なઌ生も
ଟく、大日本ఇ国のγϣルーϜ的な性格を持った
。だったのであろうߍֶ
　ස発するܯռܯ報と 2度の܉事施設へのരܸで、
ઓ時Լのڪා৺は͡ײていたが、࣏安はよく、৯品
はόラΤςΟにΈ、上Լ水道උの༸ؗでの生
活は、੨ౡでのࢥい出を明るいものにしている。

青島第二国民学校（十六夜会制作）
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特　集 ʮফՐખͱૹਫޱͷࠓੲʯʮফՐખͱૹਫޱͷࠓੲʯ

ਫಓ༻ফՐખͷྺ࢙తܦҢͱ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹۙͷಈ

　水道用ফՐખはۙ水道の設と時を同͡く
して明࣏ 20 年にԣࢢで設置されて以དྷ、ত
23 年の水道ྫでの設置ٛ務付け、ত 31 年
の +88"規格制定などをܦて、ফ水利を確
อするとともに、水発生時のഉؾ・ഉ水やౚ
結ࢭのための水ൈきなど、ҡ持管理のために
も用されている。ྫྷפ地の地上ࣜফՐખなど
は目にする機会はଟいが、地ԼࣜফՐખは管࿏
と同༷に、なかなか目にする機会はない。本ߘ
ではফՐખのྺ࢙や規格制定のܦҢをৼりฦる
とともに、ۙ年製されている製品のߏや事
事ྫに৮れ、適なҡ持管理の必要性についނ
てड़べたい。

ۙ水ಓͷઃͱಉ࣌ʹ

　日本でॳめて水道用ফՐખが設置されたのは
明࣏ 20 年。国内ॳのۙ水道を設したԣࢢ
は同年 9月に、地ԼࣜのࣜٿফՐખを設置した。
明࣏ 23 年には水道ྫが制定され、全国的に水
道の設をਪ進するとともに、ফՐખの設置が
ٛ務付けられた。東ࢢژʢ現ࡏの東ژ都ʣでは、
明࣏ 31年 11 月に地ԼࣜফՐખを設置している。
東ژ都ফிのࢿྉによると、ԣࢢと東ࢢژ
には同͡ফՐખが設置されたと考えられる。当
時のফՐખは֎国製だが、ࢿྉがないためߏ
等のৄࡉはෆ明である。

์水ޱͷ͕֨نઌߦ

　ফՐખに関連した規格として์水ޱがڍげら
れる。大正1�年には国内のܧ手ϝーΧーにより、
現ࡏもফՐખにわれているொࣜۚޱが開発
された。それまでফՐખとϗーεはͶ͡で続
していたので、ワンλッνでணできるொࣜ
われる。তࢥだったとߏは画期的なۚޱ 1�
年には +88"�#�10�ʢফՐηンۚޱʣ、ত 39
年には +*4�#�9911ʢফ用ϗーεのࠩࠐΈࣜ結
合ۚ۩のੇ法ʣが制定されたが、+88"�#�10�
はত �� 年にഇࢭされ、+*4�#�9911 に一本Խさ
れている。
　ফՐખࣗ体の規格Խは์水ޱと比ֱして
く、ত 31 年に +88"�#�103ʢ地ԼࣜফՐખʣ、
ত 33 年に +88"�#�102ʢ地上ࣜফՐખʣが
制定された。その後、地上ࣜফՐખについては、
各地方都ࢢで地Ҭのಛをөした製品を࠾用
し、規格品を用する水道事業体が少なくなっ
たため、ত �� 年にഇࢭされた。この΄か、現
ではࡏ +88"�#�135ʢ水道用Ϙールࣜ୯ޱফՐ
ખʣが規格Խされている。

町野式口金の構造

ਫಓ༻ফՐખͷྺ࢙తܦҢͱ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹۙͷಈ

水道バルブ工業会
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ফ水རͷ֬อͱҡ࣋理ʹ

ߏにۙ年、主に製されているফՐખの࣍　
についてड़べる。まͣ、地ԼࣜফՐખについて
は、୯ޱ地ԼࣜফՐખとޱ地ԼࣜফՐખがあ
り、主な用目的はফ水利の確อだが、அ水
連བྷや水発生時のഉؾ・ഉ水作業のために
用されることもある。
　୯ޱはݺͼܘ 150 以上の配水管、ޱはݺͼ
ܘ 300 以上の配水管に設置することとされてい
る。ただ、ಛに水ѹが高い地Ҭでは、この設置
区によらなくてもྑい場合がある΄か、ॅ
がີ集している地区では、ࡁܦ性を考ྀした上

で、できるݶり大ܘޱの配水管を設し、ޱ
ফՐખの設置に配ྀすることとなっている。
　開ด機ߏはϦϑトหࣜで、หԼにはΰϜ
ห࠲を装ணしたห体がݻ定され、ύッΩンശԼ
部には、หのおͶ͡とかΈ合っためͶ͡こま
がऩೲされている。開ดૢ作時にはΩϟッϓを
ճసさせ、ห体をหとともに上Լಈさせるが、
全ด時にはหശห࠲にห体に組Έ付けたΰϜห
にはফϗーޱ水する。์水ࢭをѹணさせて࠲
εを迅速にணできるようにொࣜۚޱが設け
られている。
　地上ࣜফՐખはࣗಈंなどのিಥによるഁଛ
のݒ೦などから、地ԼࣜফՐખに変わりつつあ
るが、ੵઇ地やߏ内などでは地上ࣜの方が便利
なため、ੵઇ地などで広く用されている。この
ため、地上ࣜফՐખには水ൈき機能が付加され、
ౚ結ࢭのためのഉ水を行っている。ࣗಈं等
のিಥにඋえた安全装置付きのফՐખもある。
　この΄か、ۭؾหとফՐખを合体させたߏ
のۭؾห付ফՐખがある。これはۭؾหをผݸ
に設置しなくてྑいため、ҟܗ管のࡐྉඅや施
工අなどをॖݮできる。ফՐખ取付け部におけ
る̩ࣈ管のۭཷؾまりをআ去するため、ؾٵ機
能のないഉؾห付のফՐખも用されている。
さらに、ઙ層ຒ設用に全高をくえたઙ層ຒ
設用ফՐખもある。

内外面粉体塗装単口消火栓
　（引用：日本水道協会検査品目写真集Ｐ 78） 地上式消火栓

双口消火栓
　（引用：日本水道協会検査品目写真集Ｐ 78）
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ఆظతʹϝϯςφϯεΛ

　ۙ年、地ԼࣜফՐખにおけるύッΩンശの組
立用Ϙルト・φットが৯していたため、Ωϟッ
ϓૢ作時の力でϘルトがഁଛし、ύッΩンശ
全体がਧき飛んだ事ނ事ྫが報ࠂされている。
最ۙの製品はεςンレε製の部ࡐが࠾用されて
いるため、比ֱ的৯のϦεクは少ないとࢥう
が、それ以前の製品は৯するέーεがあるの
で、定期的な検が必要ෆ可ܽである。
　日本水道協会の水道ҡ持管理指ʢ201�ʣで
は、Ϙルト・φットのٺ度を �ஈ֊にランク
付けし、それͧれのランクにԠ͡た対ࡦをࣔ
している。ྫえ、ٺ度ランク 1のϘルトܘ
のݮ少がݦஶ、またはφットがஶしく৯して

いる場合は、更新を༏ઌ的に検౼するなどとࣔ
しており、こうしたࢿྉを参考にしつつ、定期
的な検とそれにͮجく適な対Ԡが求められ
る。
　これはফՐખにݶったではないが、όルブ
の中には災害や事ނがなけれ設置してから 1
度も開ดされないέーεもある。そうなると非
常時に正常に機能しない可能性があるし、作ಈ
したとしても管に付ணしたݒをಈかしてし
まい、水が発生してしまう。܁りฦしになる
が、適なҡ持管理とϝンςφンεをお願いし
たい。こうした取組Έを進めることで、長年に
わたり৴པをഓってきた、ফՐખをは͡めとす
る水道用όルブのྺ࢙がະདྷに繋がっていくの
ではないだろうか。

ナットの腐食事例。左が新品、右が腐食したナット

空気弁付単口消火栓
（引用：日本水道協会検査品目写真集Ｐ 79）

ボール式単口消火栓（浅層埋設用）
（引用：日本水道協会検査品目写真集Ｐ 79）
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特　集 ʮফՐખͱૹਫޱͷࠓੲʯʮফՐખͱૹਫޱͷࠓੲʯ

ૹਫޱͷྺ࢙తมભͱ
ɹɹɹɹɹɹɹՌͨしてׂ͖ͨ

ଜ্࡞ॴͱૹ水ޱ博ؗ

会社ଜ上製作所はতࣜג　 10 年業の内
ফՐખやૹ水ޱのϝーΧーである。平成 27 年
に業 80 प年をܴえるに当たり、Կらかのه
೦事業を行いたいと考えていた際、ૹ水ޱを؍
的変ભ࢙のྺޱ家から、「ૹ水している愛
をۙফのྺ࢙としてهし、できるݶり残
して΄しい」という要を受けた。平成 23 年
にىきた東日本大震災をܖ機に、ੈلをӽえ
て残っていたΦールυૹ水ޱも、ݐのٺԽ
と震強度ෆを理༝に࣍ʑと解体ॲされて
しまう現実にಥき当たっていた。そこで、当社
80 प年ه೦事業の一として、ݐの解体の
機会をଊえて過去の製品をٹ出ʢճऩʣし、ૹ
水ޱのྺ࢙変的ભとして展ࣔするための活ಈを
開始し、同年 11 月にૹ水ޱതؗを開ؗした。
現ࡏまでにट都ݍ中৺のྺ࢙的Ձがಛに高い
とされるΦールυૹ水ޱ数をٹ出ʢճऩʣし
ている。ಠ立ӡӦのതؗではないため、ݪଇ、
༵日はຖि、༵日はִिで開ؗしているが、
1日当たり 7ʙ 8人がདྷ場しており、開ؗから 1
年ະຬでདྷ場者 1000 人をୡ成した。�月現ࡏ
のདྷؗ者数は 1�00 人となっている。

ૹ水͕ޱՌׂͨ͢

　ૹ水ޱは「連結ૹ水管設උ」の一部である。
連結ૹ水管設උはফ法施行ྩで「ফՐ活ಈ上
必要な施設」の一つとしてҐ置付けられており、
同施行ྩで設置ج準なども定められている。高
層ϏルなどのՐ災では、ϋγΰ付ফࣗಈंな
どによる֎部からの水ではݐ内部のফՐ活

ಈにݶ界があり、ফϙンϓࣗಈंからϗーε
をԆ長するのもしい。そこで、ফՐ活ಈに用
いる水をՐ災が発生した֊までૹ水するため、
連結ૹ水管設උが高層Ϗルや地Լ֗等に設置さ
れている。ૹ水ޱ、์水ޱ、配管、์水用ث۩
格ೲശなどでߏ成され、Ր災の際にはফϙン
ϓࣗಈंからૹ水ޱを通͡てૹ水し、ফୂが
์水ޱにϗーεを続してফՐ活ಈを行う。ফ
法施行ྩにより˜地上 7֊以上のݐ˜地上
5 ֊以上でԆべ໘ੵ �000N2 以上のݐ˜Ԇべ
໘ੵ 1000N2 以上の地Լ֗˜Ԇ長 50N 以上の
Ξーέーυᴷᴷなどへの設置がٛ務付けられて
いる。
　なお、ݹいݐではૹ水ޱのԣに࠾水ޱが設
けられているέーεがある。࠾水ޱはϏル内の
Ր水૧などの水をফՐ用水として࠾水するた
めのものであり、֎部から水をૹるૹ水ޱとは
真ٯの役ׂを持っている。ত 20 年以前は日本
られたՕ所で設置されていたݶなどのڮژやڮ
ようだが、現ࡏもૹ水ޱと΄΅同͡ܗ状の࠾水
。が各地で設置されているޱ

ૹ水口തؗの内෦

ૹਫޱͷྺ࢙తมભͱ
ɹɹɹɹɹɹɹՌͨしてׂ͖ͨ

ૹ水ޱതؗؗ
ʢࣜג会ࣾଜ্࡞ॴɹදऔకʣɹଜ্ળҰ
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Ϗϧݐʹ͍ී֦͕ٴେ
　তݩ年ࠒから日本国内でもϏルがݐ設さ
れるようになったが、当時は日本のՐ災อݥ
がなく、ΞϝϦΧのՐ災อݥに加入するしか
なかった。ΞϝϦΧのՐ災อݥは「4*".&4&�
$0//&$5*0/」と表هされたૹ水ޱ等を設置
すると、ྉがԼがったとࢥわれる。なお、こ
のޠ源は、ૹ水ଆのϗーε続ޱがೋつあるこ
とから、಄ཽڪをࢥいىこさせたことだと考
えている。
　当ॳは主にΞϝϦΧからの༌入品がわれて
いたが、ૹ水ޱとফϗーεとの続部は国
内の規格とҟなるため、続部のΈ国内で製
していた΄か、ΞϝϦΧ製品とྨࣅした国࢈
製品も製されていたようだ。ত 23 年の東ژ
Ր災༧ྫ、ত 27 年のӴ生工業協会規格な
どにより、୯ޱ、ޱの設置ج準が明確Խされ
るとともに、表هがӳޠからยԾ名の「αΠΞ

ʢϠʣϛーζ・ίネクγϣン」にҠ行したと見ら
れている。
　現ࡏのૹ水ޱはޱのΈだが、ࢲが調べたݶ
りでは୯ޱのૹ水ޱは当時の層のϏルにも設
置されている。当時はϋγΰ付ফࣗಈंの能
力がく、層のϏルՐ災に対Ԡできなかった
ため、୯ޱのૹ水ޱが設置されたのではないか
と考えている。ちなΈに、ยԾ名の「αΠΞʢϠʣ
ϛーζ・ίネクγϣン」とࡌهされた୯ޱのૹ
水ޱは、ত 27 ʙ 3� 年の 10 年間しか製・設
置されておらͣ、ر少Ձの高いものとなって
いる。ত 37 年にはফ法施行ྩが施行され、
さهで表ࣈとޱのΈとなり、ૹ水ޱ状はܗ
れるようになり、現ࡏにࢸっている。
　ফ法施行ྩの施行と時を前後して、ত 3�
年にݐஙج準法が改正され、いわΏるඦई規制
ʢઈ対高さ制ݶʣのఫഇ、容ੵ規制の導入が
行われたことをܖ機に、ত �0 年には高層ݐ
ஙが૿え始め、それに伴いૹ水ޱも૿え始めた。

ত ��ʹϒϦξεトϯچ本ࣾϏル設ஔ͞Εた
ૹ水口（右）ͱ࠾水口（左）

ত ��設ஔのچ日本ిϏルσΟϯάのૹ水口。
ยԾ໊දهʹͳ͍ͬͯΔ。

ত ��設ஔのୈೋޫϏルʹ設ஔ͞Εたૹ水口。
ยԾ໊ͰʮαΠΞϛーζʯͱද͞هΕ͍ͯΔ。

ত �7ॡのچ日ൺ୩ϏルσΟϯάʹ設ஔ͞Εた
ૹ水口（左）ͱ࠾水口（右）
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ত 50 年には、ϗςルやඦ՟ళ、高層Ϗル
だけではなく、ॅډや公ڞ機関にもૹ水ޱが設
置され、ध要がますます拡大していった。
　しかし、ত �0 年ࠒからѹෆ、内部ѹ力
ଛࣦなどのܽが指ఠされるようになった。そ
こで、平成 3年に日本ফՐખث۩工業会ʢ現ࡏ
の一ൠ社団法人日本ফ์水ث۩工業会ʣがૹ
水ޱに関するࣗ主管理ج準を設け、ೝ定事業を
開始した。これにより製品品࣭の統一Խがਤら
れた。平成 13 年にはফிʢ当時ʣのࣔࠂに工
業会が定めたߏや࣭ࡐ、各छ試験などのج準
が࠾用されている。

ʹ߹ΘͤͯมԽ࣌

　ૹ水ޱのܗ状については、当ॳはน໘に設置
する࿐出ܕが主流だったが、現ࡏはຒめࠐΈ
が主流となっていܕ地໘等に設置するࣗ立、ܕ
る。ঃʑにϏルをෑ地のΪϦΪϦまでݐ設する
ようになり、࿐出ܕではෑ地からはΈ出してし
まうため、ຒめࠐΈܕにҠ行していったとࢥわ
れる。また、ফ法施行ྩにより、ૹ水ޱを設
置する場所はফϙンϓंが容қにۙできる
Ґ置とされている一方、ෑ地のڥ界からݐま
でのڑがれているέーεが૿え、ෑ地ڥ界
にελンυܕのૹ水ޱを設置するέーεも૿え
ていったとࢥわれる。࣭ࡐについては当ॳはಔ
合ۚが主流だったが、現ࡏはεςンレε製が主
流になっている。
　ফϗーεとの結合部については、関東はͶ
ࣜ͡、関はࠩࣜࠐが主流だったが、平成 7年
のࡕਆ・୶࿏大震災をܖ機に全国で統一する機

ӡが高まり、現ࡏは΄とんどがࠩࣜࠐとなって
いる。なお、Ͷࣜ͡ૹ水ޱは、設置時にফϗー
εがͶ͡れないよう、ૹ水ޱଆがՔಇする組
Έになっており、規格でͶ͡ࢁの数などは定め
られているが、合方ࣜなどは各社が工をڽ
らしている、ྫえ、当社はͶ͡ࢁ部とՔಇ
部の方にߔを設け、それを組Έ合わせた
上でワΠϠーにより続している。このため、
当社製品にはワΠϠーを通すための֯ࡾのͶ͡
。があるࢁ
　また、ૹ水ޱ付ۙにはࢭٯหを設置すること
になっている。当തؗ所ଂのত 32 年の製品
には重力ʢεΠングʣࣜࢭٯหが設置されてい
たが、33 年の製品にはϦϑトࣜࢭٯหが設置さ
れており、現ࡏもこれが主流となっている。
　֖については、࣭ࡐはரమϗーローからಔ合
ۚをܦて、εςンレε製が主流になっている。
状は、ۚଐ製のͶࣜ͡やܗ P7$ 製Χόーのは
めࠐΈࣜなどがあったが、現ࡏはεςンレε製
のࠩࣜࠐが主流になっている。

ଓܧతมભͷలࣔΛ࢙ྺ
　಄にもड़べたが、ݐのٺԽと震強度
ෆのため、ݐの改ங・更新が行われており、
これに伴いੈلをӽえて残っていたݹいૹ水
ʑと解体ॲされている。引き続きΦー࣍もޱ
ルυૹ水ޱのٹ出ʢճऩʣ活ಈを続け、ૹ水ޱ
のྺ࢙的変ભをこのതؗに展ࣔして行きたい
と願っている。もし解体・ఫ去༧定のૹ水ޱの
りॲをご存知の方はࡏ JOGP2![FOUFDI�DP�KQ まで
一報をお願いしたい。

ত ��ॡのچύΠϩット本ࣾϏルのૹ水口。
。Ε͍ͯΔ͞ࡌهஙओの໊લがݐ

ۙ造͞Ε͍ͯΔཱࣗܕのૹ水口
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ʤ��ʥ࠲ߨਫஔٕज़څ

�ɽू߹ॅͷ水࣭事ނ事ྫ

�ʣڅਫ༻۩ͷྲྀٯࢭાஔͷෆ۩߹ʹΑ
Δྫࣄ

（�）ચ୕ػのચ୕ӷがऄ口ʹ付͚たϗーεΛ
հしͯྲྀٯ
　受水૧、高置水૧をܦ༝して給水してい
る ての集合ॅで、高置水૧への༲ݐ֊�
水ϙンϓのނোによりஅ水したため、ϙン
ϓの取ସえ工事を行っていたところ、1、2
֊の給水ખから๐水が出てきた。
　そのݪҼを調査したところ、3֊のॅ
の開ખされた給水ખにΰϜϗーεが付け
てあり、ϗーεのઌがચ୕機のચ୕ӷの

中にਁかっていた。このため 1、2 ֊の給
水ખを開いたところ、αΠϗン現象により
ચ୕機のચ୕ӷがϗーεを介してٵ上げら
れ、֊Լのॅの給水ખから流出した事ނ
であった。ʢਤ �参রʣ。

（�）ཋ૧の水がࣗಈ౬ுΓܕ෩࿊זΛհしͯ
ྲྀٯ

　ங 7年の集合ॅにおいて 者のॅډ֊8
ऄޱから　ཋ૧の残り౬が流出した。調査
したところ、ఀిにより受水૧の༲水ϙン
ϓがఀࢭし管内がෛѹになったことから、
ろがま;ܕ者の॥ࣜࣗಈ౬ுりॅډ֊�
のཋ૧の残り౬ʢ入ཋࡎ用ʣがٯ流して、

݁څਫγεςϜに͓͚Δ
�に͍ͭてɹͦͷࢭྲྀٯਫͷڅ

（公財）給水工事技術振興財団

ୈ�ճෛѹΛ͏事ނ事ྫٴͼෛѹͷݱに͍ͭて

ɹஂࡒͰɺʮ݁څਫγεςϜʹ͓͚Δྲྀٯࢭાஔͷ࣮ݧ࣮ࢪͱͦΕʹٕͮ͘جज़ࢦͷ
ɻͨ͠ࢪ࣮ʹΛฏ��ʙ��ڀݚಉڞʯΛςʔϚͱͨ͠౼ݕ
ɹ·ͨɺ͜ ͷՌΛج ʮʹ݁څਫʹ͓͚ΔྲྀٯࢭγεςϜઃஔͷΨΠυϥΠϯͱͦͷղઆʯʢҎ
ԼʮΨΠυϥΠϯʯͱ͍͏ɻʣΛࡦఆ͠ɺฏ��ΑΓஂࡒϗʔϜϖʔδ্ʹ͍ͯ͠ࡌܝΔɻ

ڀݚͼௐࠪɾٴΘΔٕज़ͷ։ൃؔʹࣄਫஔڅϗʔϜϖʔδɿஂࡒ
ʢIUUQ���XXX�LZVVLPV�PS�KQ�NBUFSJBMT�JOEFY�IUNMʣ

ɹࠓճɺΨΠυϥΠϯ࡞ͷࠜڌͱͳΔྫࣄނࣄͳͲΛݧ࣮ૅجͨͬߦʹجʹΑΔෛѹͷݱ
Λհ͢Δɻ
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立管内にཹし、復ిに伴い最ॳに開ખし
た 者の給水ખから流出した。このॅډ֊8
事ނにおいて給水立管からཋ૧まではਤ �
にࣔすように、όΩϡーϜブレーΧをؚΉ
5つのٯ流ࢭ装置が設置されていたが全
て機能しなかった。

�ɽෛѹʹ͍ͭͯͷݧ࣮ૅج

　給水立て管に発生するෛѹは、ѹ力計などで
数を計ଌすることはできるが、その時の現象
はどのようなものなのか実際に て実験λݐ֊5
ワーʢਤ �ʣにてઈ対真ۭʢʵ 0�1.PBʣにۙͮ
く高い真ۭを発生させ、ෛѹのҖ力を目ࢹで確
ೝできる実験を行った。
　ʵ 0�1.PB は水಄で 10N である。実験は 5
֊૬当、10 ̼以上のݐのচに͗ޱにϏニル
ϗーεを続した一ే؈を設置し、一ే؈、ϗー
εڞに水をຬたす。

　そのϗーεを૭から地上までམԼさせ一ే؈
の༷ࢠを؍した。ʢਤ �ʣこの時のϗーεの長
さは、10 ̼以上となるため、一ే؈内部にはʵ
0�1.PB にۙい高い真ۭが発生し、水のഉ出に伴
い؈が௵れることが確ೝされた。ʢਤ �ʣ
　本実験では、一ే؈が大きく変ܗした。これ
は、内部の高い真ۭ状ଶに伴い一ే؈が֎から
かかる大ؾѹにえられͣ௵れたものと考えら
れる。

ਤ �　�ચ୕ӷ֓ྲྀٯཁਤ

ਤ �　ࣗಈ౬ுΓܕ෩࿊ז設ஔ֓ཁਤ ਤ ਤݧの࣮ݐͯݐ֊�　�

ਤ �　૭͔Βຬ水のϗーεΛ͛མͱ༷͢ࢠ
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�ɽ給水ཱͷෛѹൃੜ࣌ͷ水ͷڍಈ

　給水立管部がۭؾをٵいࠐめないด࠹状ଶ
での、配水管அ水などに伴うམ水によるٯ流を
想定したݫしい件での実験を行った。
　ʢ「ΨΠυラΠン」P�1 ʙ P�2 参র˻財団ϗー
Ϝϖーδで公開中˼ʣ
　実験はج部のόルブをٸ開ખした場合の立管
内の水のམ水する状況を؍し、時ྻܥで၆ᛌ
ਤに表した。

�ʣཱ෦ด࠹ʹ͓͚Δམਫঢ়گ
　実験開始から立て配管内の水がແくなるまで
のѹ力を、各֊の給水管ذ部に設置したѹ力
ηンαーにて計ଌするとڞに、各֊ຖに立て配
管内の༷ࢠをಈ画ࡱӨし、このಈ画をجにམ水
の༷ࢠを時ྻܥで読Έ取り、表した၆ᛌਤʢਤ �ʣ
をࣔす。この၆ᛌਤと各֊のѹ力グラϑを合成
し、立て配管内の水のڍಈを確ೝした。同ܘ管
の場合、立て配管内を水が水பとなって降Լ

し、この水ப上の水໘が �̛চ付ۙまで降Լ
した後、水பはいよくͶ上がり立て管
部にিಥし、上Լಈを数ճ܁りฦした後、水ப
上の水໘は 5'中間付ۙにしらくཹまった。
その時立て管では、ج部開ޱ部から流入したۭ
ୈ࣍が一୴水とࠞ૬状ଶとなった後、上ঢしؾ
にઌが๒状のۭؾபとなり水と入れସわり
ながら上ঢを続け 5' 水ப上までୡし、すべ
ての水がམ水した。ซせて行ったλέϊί配管
の場合は、水பのͶ上がりのいが同ܘޱ管
よりऑく、部へのিಥはແいがͶ上がり後
の水のಈきが؇ຫですべての水がམ水するまで
に、同ܘޱ管より時間を要した。このため同ޱ
管に比べ立て管内のෛѹ解ফ時間が長いことܘ
がった。ʢද �参রʣ

̐ɽ·ͱΊ

　今ճ紹介した実験は、比ֱ的ۃなٯ流を想
定したものであるが、実験により集合ॅの給
水立管内でのٯ流に伴い発生したෛѹは、ີด
された管内では持続し、開ખされた給水ખから
はؾٵがىこり、ϗーεなどによりు水ۭޱ間
のない状ଶでは、ҟ水がٯ流し水࣭事ނとなる。
　このため、「ΨΠυラΠン」ではٯ流のࢭા
置として、実験をجにκーニングごとにٵഉؾ
หの設置、ٯ流ࢭ用۩の設置、ށ内給水管の
ذ高さや、給水用۩のϝンςφンεなどをܝ
げた。このことについては、࣍ճ以降に紹介す
る。

（水γεςϜ協会څ）

ਤ �　มܗしたҰే؈

ද �　ෛѹղ消ؒ࣌
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ਤ �　၆ᛌਤ（ཱͯがಉ口ܘ）
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&&
給水装置工事に関する指定給水装置工事事業者および水道事業者双方の
役割等について

　水道事業者は、ध要者ʢお٬さまʣの給水装
置に設置された給水ખʢऄޱʣから、常時安全
な水を安定して供給するٛ務があります。
　このため、お٬さまが指定給水装置工事事業
者にґཔし、ࣗらのඅ用ෛ୲で設置する給水装
置であっても、水道事業者は、水道法等のج準
に適合した給水管およͼ給水用۩であることや
適な施工方法であることなどを確ೝする必要
があります。
　そのため、一ൠ的に各水道事業者は給水装置
工事に関する事前৹査やྃ検査の実施につい
てྫで定めています。

̍ɹਫಓऀۀࣄʹΑΔࣄલ৹ࠪͷඞཁੑ
　水道事業者による事前の৹査は、Լه事߲の
確ೝなどが必要であるために実施しています。
˓安全な水の供給のために、給水装置工事の計
画のஈ֊で、給水装置のߏおよͼ࣭ࡐが
ྩで定めるج準に適合していることの確ೝ

˓災害ࢭならͼにٸۓ工事をԁかつޮ的
に行うために、各水道事業者は、配水管の取
付ޱからϝーλーまでのࡐྉを指定できる
ʢ平成 9年ް生省通知ʣため、そのࡐྉおよ
ͼ工法が適正であることの確ೝ

˓安定した水の供給のために、ध要者が必要な
水ྔや水ѹに対して、配水管の供給能力が充
であること、また、その能力にԠ͡た給水
方ࣜであることの確ೝ

̎ɹਫಓऀۀࣄʹΑΔࠪݕྃͷඞཁੑ
事߲の確ೝなどが必要であه検査は、Լྃ�
るために実施しています。
˓給水装置のߏٴͼج࣭ࡐ準に適合している
ことの確ೝ

�ʢ給水装置工事主任技術者への確ೝをؚΉʣ
˞水道法により、水道技術管理者ʢ水道事業者
がબ任ʣの務としてٛ務ͮけられています。

˓クロείネクγϣンによる水࣭事ނࢭのた
めに残ཹԘૉೱ度の確ೝ

˓ྉۚࢉ定に必要なϝーλーの検や検定ຬ期
時の取ସに支োがないҐ置にϝーλーが設置
されていることの確ೝ

するたࢭ請求をޡ同ॅ等では、ྉۚのڞ˓
めに、ਤ໘通り各部に配管されていること
の確ೝ

̏ɹਫಓ๏ʹ͓͚Δࢦఆڅਫஔऀۀࣄࣄ
͓Αͼڅਫஔࣄओٕज़ऀͷׂ͓Α
ͼҐஔ͚

　ʢ水道法・施行規ଇを一部ൈਮしていますʣ
˓水道事業者は、給水装置のߏおよͼ࣭ࡐが
ྩで定めるج準に適合することを確อする

˔給水ஔ2�"ʲ��ʳ

Ｑ　給水装置工事に水道事業者が関与する理由を教えてください。また、給水装置工事
における指定給水装置工事事業者の役割や位置づけはどうなっていますか。

A

ਤ 水装ஔのཧ۠څ　�

工͠て͍·͕͢ɺ水ࢪにґཔ͠てऀۀ水ஔ工事事څఆࢦ水ஔ工事ɺधཁऀ͕අ༻ෛ୲͠ɺڅ　
道事͕ऀۀɺڅ水ஔ工事ͷ事લ৹ࠪ了ࠪݕにؔ༩͢Δཧ༝に͍ͭて教͑て͍ͩ͘͞ɻ
　·ͨɺڅ水ஔ工事にؔ͠てɺࢦఆڅ水ஔ工事事ऀۀͱڅ水ஔ工事ओٕज़ऀͷ役ׂ͓ΑͼҐ
ஔ͚ͷنఆɺ水道事ऀۀͱͷؔΘΓに͍ͭて教͑て͍ͩ͘͞ɻ
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ため、給水装置工事事業者を指定できる。給
水装置工事は、指定給水装置工事事業者が施
行することを供給件とすることができる。
ʢ法ୈ 1� の 2ʣ
˓指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主
任技術者ʢ国家ࢿ格ʣについて、事業所ごと
にબ任し、給水装置工事ごとに指名する。ʢ法
ୈ 25 の 3・施行規ଇ 3� ʣ

˓給水装置工事主任技術者の職務ʢ法ୈ 25 
の �ʣ
・給水装置工事に関する技術上の管理
・従事者への技術上の指導監督
・給水装置のߏٴͼ࣭ࡐのج準適合の確ೝ
・各水道事業者との工法、工期、工事上の
件について連བྷ調
・給水装置工事のྃの報ࠂ　など

˓指定給水装置工事事業者は、配水管への取付
からϝーλーまでの工事において、適にޱ
作業を行うことができる技能を有する者を従
事させ、またはその者に従事する者を監督さ
せる。ʢ施行規ଇ 3� ʣ

̐ɹࢦఆڅਫஔऀۀࣄࣄɺڅਫஔࣄओ
ٕज़ऀ͓Αͼਫಓऀۀࣄͷׂ

　指定給水装置工事事業者は、ध要者に安全な
水を安定して供給するために、給水装置のߏ
およͼ࣭ࡐをྩで定めるج準に適合させるな
どの重要な務があります。
　そのために、給水装置工事主任技術者は、給
水装置工事に関わる調査、計画、施工、検査ま
でを適正に施行するため、技術上の要としての
役ׂを果たす必要があり、ࣗらの技術力の向上
や関係法ྩの知識などをෆஅに習得する必要が
あります。
　一方で、水道事業者は、指定給水装置工事事
業者に対して、ߨ習会などを通͡て、新たな制
度や技術等について、的確に情報提供を行う必
要があります。

̑ɹࢦఆڅਫஔ੍ऀۀࣄࣄͷ̧̥
　水道事業者は、給水装置工事を指定給水装置
工事事業者以֎が施工することのないよう、指

定給水装置工事事業者制度をݐ設業界等に広く
प知することが重要です。
　なお、ԣࢢ水道ہでは、ਆಸ県ا業ிʢ水
道ہʣとڞ同で、県のݐ設業ڐ可を所管する部
ॺの協力を得て、給水装置工事のݩ請となるݐ
設業ڐ可を受ける事業者に対して「指定給水装
置工事事業者による給水装置工事の施工」につ
いての̧̥を平成 30 年度から実施しています。

̒ɹ͓ΘΓʹ
指定給水装置工事事業者と水道事業者は、ध

要者へ安全な水を安定して供給するために、྆
ྠとなって、水道事業をਪ進するύートφーで
あると考えます。
　最ۙ、国では指定給水装置工事事業者の更新
制度の導入が検౼されていますが、そのことを
ؚめ、ध要者に対してよりྑいαーϏεを提供
するために、さらに協力体制を強ݻなものとす
ることが必要と考えます。
ʢԣࢢ水道ہ給水αーϏε部ށ௩水道事務所ʣ

ਤ ΛＰ̧͢ΔνࢪΑΔʹऀۀ事事ఆࢦ　�
ϥγ
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平成25年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成課題報告書

͡Ίʹ�

　平成 23ʢ2011ʣ年 3 月 11 日に発生した東日
本大震災による地震とにより、東地方と
関東地方のଠ平༸Ԋ؛部にյ໓的な被害をもた
らされた 1ʣ。全国の水道事業体や水関連団体等
は、東日本大震災発生後から、ਫ਼力的に被災
事業体への支ԉ活ಈʢԠٸ復旧、Ԡٸ給水ʣを
行った。
　一連の支ԉ活ಈの調査としての平成 23ʢ2011ʣ
年度はԠٸ給水に参加した水道事業体等の職員
を対象に、Ԡٸ給水に関する調査を行い、Ԡ
給水の実ଶについて取りまとめた。平成ٸ 2�
ʢ2012ʣ年度は水道事業体やӴ生部ہ・อ݈所等
を対象に、Ԡٸ給水体制に係わる事߲のඋ状
況、それらの東日本大震災を౿まえた改ળ状況
について調査を行った。
　震災後のԠٸ復旧では水道事業体からの支ԉ
だけでなく、全国管工事業協同組合連合会ʢ以

Լ、全管連ʣが対ࡦ本部を設置し各地の管工事
業協同組合がԠٸ復旧活ಈに従事している。し
かしその実ଶはあまり報ࠂされていない。ྫえ
ࡕਆ・୶࿏大震災調査報ࠂ書では全管連から
190 組合、Ԇべ 2�91� 名がݣされ復旧工事に
当たったとのهड़があるだけである 2ʣ。
　そこで平成 25年度は東日本大震災のԠٸ復旧
支ԉにおいて全管連を対ࡦ本部とする各地の管
工事業協同組合が果たした役ׂを公表された報
等から理し、その実ଶを明らかにするととࠂ
もに、水道事業体のة機管理対Ԡ状況の変Խを
調査した。

ௐࠪํ法�
　全管連では東日本大震災におけるԠٸ復旧支
ԉ状況をまとめている 3ʣ。本調査研ڀでは全管
連のとりまとめを再理し、ݩݣ、ݣઌ事
業体の関係、地Ҭผの状況等について考した。

౦ຊେࡂʹ͓͚Δ
Ԡٸ෮ࢧچԉͷ࣮ଶͱ՝
ʣڀݚ෦ɹ্੮ओڀݚڥ׆อ݈ҩྍՊֶӃɹੜཱࠃʢʢલʣتදऀɹҏ౻խڀݚ

　東ຊ大ࡂͷԠٸ෮چͰશ国工事ڠۀ同߹࿈߹会にରࡦຊ部Λஔ͍て֤ͷ工事ۀ
࠶ԉ࣮Λࢧ同߹ͷڠۀԉにͨͬͨɻຊௐࠪ研究Ͱ公表͞Εて͍Δ工事ࢧ͕߹同ڠ
ཧ͠ɺࢧԉͷ࣮ଶΛ໌Β͔に͢Δ͜ͱΛతͱͨ͠ɻ·ͨɺ水道事ۀମͷػةཧରԠࡦͷ設
ఆঢ়گΛ໌Β͔に͢ΔͨΊにɺ水道౷計にΑΓ東ຊ大ࡂΛؚΉաڈ 5 年ͷσʔタΛཧɺ
ධՁΛͨͬߦɻ
　શ࿈にରࡦຊ部Λஔ͍ͨ水道事ۀମͷࢧԉͰ 15 都道ݝɺ64 ߹͔ΒԆ 51584
名にΑΔࢧԉ͕࣮͞ࢪΕͨɻ水道事ۀମ͔ΒͷԠԉঢ়گΛྀ͢ߟΔͱɺԠٸ෮چͰ工事ڠۀ
同߹͕ɺԠڅٸ水Ͱ水道事ۀମ͕த৺ͱͳͬてࢧԉ͕ߦΘΕͨ͜ͱ͕໌Β͔にͳͬͨɻ·ͨ
東ຊ大ࡂͰඃ͕大͖͔ͬͨͨΊͱ͑ߟΒΕΔ͕ɺԠڅٸ水ͦͷଞͷۀ࡞にै事ͨ͠
工事ऀۀ͍ͨɻԠٸ෮چجຊతにඃࡂ事ۀମͷݩͷ߹͕෮چ工事Λͬߦて͍͕ͨɺඃ
ԉऀͱࢧΒͷ͔ݝͱଞऀۀݩԉΛड͚て͍ͨɻࢧچ෮ٸΒͷԠ͔ݝͷ大͖͔ͬͨҬͰଞ
ͷௐに課͕ͬて͍Δ͜ͱ͕໌Β͔にͳͬͨɻ
　水道事ۀମͷԠڅٸ水計ըɺԠٸ෮چ計ըͷࡦఆ 50� 程にͱͲ·ͬて͓Γɺ年ʑɺࡦ
ఆࡁΈͷ事ۀମ૿Ճ͠て͍Δ͕ɺ͞ޙࠓΒに૿͑Δ͜ͱ͕ظ͞ΕΔɻ計ըにଞ都市ɺଞ
߹͔ΒͷࢧԉΛͲͷΑ͏に׆༻͢Δ͔に͍ͭてؚΊΔ͖ͱ͑ߟΒΕΔɻ

要　旨
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平成25年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成課題報告書

また、関連する情報をऩ集し合わ
せて考した。
　水道事業体のԠٸ給水対ࡦ、Ԡ
機管理対Ԡ状ةなどのࡦ復旧対ٸ
況については水道統計に全国の水
道事業体ʢ上水道のΈʣの計画の
定状況等がまとめられているたࡦ
め、平成 20ʢ2008ʣ年度ʙ平成 2�
ʢ2012ʣ年度の状況を理し東日本
大震災による計画ࡦ定状況等に変
Խがあるか等について調査した。

ௐࠪ݁Ռ͓Αͼߟ�
（̍）શ࿈のࢧԉঢ়گͱߟ
ද �に、被災地 5県に対するԠٸ

復旧支ԉ状況をࣔす。全管連からの
支ԉは 15都道県から ��組合、Ԇべ
5158� 名となっている。ࡕਆ・୶࿏
大震災と比ֱすると、ݣされた組
合数は少ないものの、Ԇべ人数は 2
ഒ以上となっている。東日本大震災では支ԉ期
間が長期にわたっており、地Ҭによっては復旧
作業が 3月の被災から 7月ʙ 10 月まで行われて
いることが主な理༝であると考えられるʢࡕਆ・
୶࿏大震災では 1月の被災から 3月までとの
はෆ明ࡉਆ・୶࿏大震災でのৄࡕ。ड़があるʣه
であるが、東日本大震災の支ԉではԠٸ復旧以
֎にԠٸ給水やそのଞの支ԉにԆべ 5800 名΄
どがؚまれていることもあると考えられる。
　日本水道協会によると、Ԡٸ給水の支ԉに
は 550 の水道事業体からԆべ 13500 台、
�1000 名、復旧ୂとしてԆべ 3500 名ʢ工事業
者の人員をআくʣがݣされたとなっており �ʣ、
水道事業体はԠٸ給水を中৺に、全管連はԠٸ
復旧を中৺に活ಈしたことがわかる。
　支ԉの内容については前ड़のようにԠٸ復旧
が主となっている。しかし、Ԡٸ給水支ԉもԆ
べ 51�� 名に上っており、必ͣしも全て復旧支
ԉに当たっていたものではない。このଞ、Ԡٸ

復旧との関連もあるかもしれないが、がれきఫ
去もԠٸ復旧の中に 1件のΈであるが入ってい
る。Ԡٸ復旧、Ԡٸ給水以֎の作業ではΨε開
ખ作業と支ԉࢿのӡൖがࡌهされており、こ
こでは「そのଞ」にྨして理した。また、
Ԡٸ復旧のごく一部であるが、Ԡٸ給水がؚま
れているところもあるʢσーλがされてい
なかったʣ。Ԡٸ給水の支ԉについては被害状況
とٸۓ性からஅされるべきものと考えられる
が、管工事業者がԠٸ給水の支ԉに入っている
ということは、復旧の主体となるべき人ࡐをど
のように活用するかという意味では、今後の計
画において考ྀすべき事߲であるとࢥわれる。
　被災した 5県への支ԉを見ると、被災県の組
合は΄΅全てが地ݩ事業体の復旧に当たってい
る。֎部からの支ԉ状況はٶ県が最もଟく、
ւ道、੨県、ळా県、ܗࢁ県、࡛ۄ県、東
ෞ県のذ、都、新ׁ県ژ 8都道県から支ԉが入っ
ている。このଞでは、ౡ県には࡛ۄ県、東ژ都、

ද �　౦日本େࡂʹ͓ Δ͚ඃࡂ地 گԉঢ়ࢧچ෮ٸର͢ΔԠʹݝ�

註）組合数：各都道府県から支援に出た組合数
　　都市数：支援を行った都市数
全管連ジャーナル 2011.12 の表を再整理した
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ਆಸ県から、ؠ手県にはळా県、ฌ庫県から、
ઍ༿県には東ژ都、ਆಸ県から支ԉが入っ
ている。ҵ県はすべて県内の地ݩ組合による
復旧活ಈとなっている。最も支ԉ県がଟかった
復旧への支ԉがԆべٸ県ではଞ県からのԠٶ
1599 名、Ԡٸ給水支ԉがԆべ 399 名となってお
り、Ԡٸ給水については以上をଞ県からの
支ԉにཔっていることになるʢ水道事業体の支
ԉ者数はؚまないʣ。復旧支ԉについては被災 5
県の支ԉ者Ԇ数が 3000 ʙ 18�00 名とଞ県か
らの支ԉ者Ԇ数ʢ100 ʙ �00 名程度ʣよりᴴか
にଟく、ٶ県では県֎からの支ԉ者数は県内
の 1ׂ以Լとなっており、ج本的には組合のあ
る事業体の復旧に当たっていることがσーλで
もࣔされている。
　ある組合でのྫとして、「ࣗたちの組合員で
なんとかؤுる」として支ԉをࣙୀしたという
事ྫや、ผの組合では出ಈ間際になってஅられ
たり、現地に入っても΄んの期間の支ԉだけ
でؼらされたりする事ଶがあった 5ʣ。報จでは
水道事業体は一ࠁも早い復旧を考え、組合はࣗ
たちの地Ҭの復旧をࣗたちの手でと考える
ため、方にԹ度ࠩが出るようであるとしてい
るが、東日本大震災のように甚大な被害があっ
た場合には早期復旧をするために理をしてお
くべき事߲と考えられる。Ԡٸ復旧計画をࡦ定
している水道事業体では復旧体制や復旧目標期
間の設定とも関係するため、支ԉ体制の検౼は
重要な事߲である。
　そのଞの考ྀすべき事߲としては水道事業全
ൠにもݴえることであるが、人ࡐの確อと技術
のҡ持、ܧঝである。管࿏の新設、更新Ԇ長が
৳ͼない状況では通常時でもेなܦ験をੵΉ
ことが出དྷない、新技術の習得がे出དྷない
などのが考えられ、非常時においてはこれ
らのことがとなる可能性がある。
（̎）水道事ۀ体のػةཧରࡦঢ়گ
　水道事業体のة機管理対ࡦがどのようになっ
ているかを明らかにするため、水道統計ʢ平成
20ʪ2008ʫʙ平成 2�ʪ2012ʫ年度ʣからԠٸ給

水計画やԠٸ復旧のࡦ定状況のܦ年変Խをまと
めた。ද �ʙ �に結果をࣔす。
ද �はԠٸ給水計画のࡦ定状況であるが、ࡦ

定ࡁ事業体は平成 2�ʢ2012ʣ年度で΄΅ 50�
であり、ٯに見れ数の事業体でԠٸ給水計
画がࡋ定されていないという事である。計画の
ࡦ、定状況はຖ年少しͣつ上ঢしているのでࡦ
定をしていない事業体でもࡦ定中か計画はある
ものと考えられるが、૿加ׂ合から見て東日本
大震災後にٸいで計画をࡦ定した事業体はଟく
はないものとࢥわれる。
ද �にࣔすԠٸ復旧計画のࡦ定状況では平成

2�ʢ2012ʣ年度で ���5� となっており、Ԡٸ給
水計画のࡦ定状況より少しいׂ合となってい
る。ࡦ定状況のܦ年変ԽはԠٸ給水計画と同༷、
ຖ年少しͣつ上ঢしているが、震災でٸに૿加
した向は見られない。
　Ԡٸ復旧の目標期間の設定状況はද�にࣔすよ
うに平成 2�ʢ2012ʣ年度でԠٸ復旧計画をࡦ定
している事業体の程度となっている。目標期
間を設定している事業体における期間の平ۉは
21日となり、平成 20ʢ2008ʣ年度から大きな変
Խはないʢ1日程度のݮ少ʣ。ࡦ定していない事
業体数があまり変わっていないことから、新た
にԠٸ復旧計画をࡦ定した事業体では目標期間
の設定をしていないところがଟいとਪできる。

ද �　Ԡڅٸ水ܭըのࡦఆঢ়گ

ද �　Ԡٸ෮ܭچըのࡦఆঢ়گ
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�　ද �はԠٸ復旧業者との協定の件数をまとめ
たものである。協定を結んでいる事業体は平成
2�ʢ2012ʣ年度で �5� であり、Ԡٸ復旧計画
をࡦ定している事業体数とۙいものとなってい
る。1事業体あたりの協定క結件数は事業体に
よって大きくҟなるが、平ۉで見ると 5件となっ
ている。協定を結んでいる事業体数の૿加ׂ合
はԠٸ給水計画、Ԡٸ復旧計画をࡦ定している
事業体数の૿加ׂ合と΄΅同͡であるʢ平成 20
ʪ2008ʫ年度から 8�の૿加ʣ。
　東日本大震災後の対Ԡとして日本水道協会で
は平成 25ʢ2013ʣ年 3月に「地震等ٸۓ時対Ԡ
の手引き」を改గしている。全管連でも「地震
等ٸۓ時におけるԠٸ復旧工事対ԠϚニϡΞル」
を同͡く平成 25ʢ2013ʣ年 3月に改గしている。
時にどのような対Ԡをすべきかについてはٸۓ
それͧれの事業体で考えるしかないであ
る。大きな災害の場合にはࣗの事業体と組合
だけではेなԠٸ給水やԠٸ復旧ができない
ことはこれまでの大震災で証明されている。ま
だ計画をࡦ定していない事業体は日本水道協会
の「手引き」や全管連の「ϚニϡΞル」を参考に
して֎部からの支ԉを活用しどのように復旧させ
ていくか、それͧれの計画をࡦ定することが期待
される。また、今ճは平成 2�ʢ2012ʣ年度まで
の調査であったが、震災の 2年後のものである
ため、計画ࡦ定状況等については今後のಈ向を
。続して調査する必要があると考えられるܧ

͓ΘΓʹ�

　本調査研ڀでは、Ԡٸ復旧に関する管工事業
協同組合の支ԉ状況を中৺にจݙ調査を行い
ੳした。全管連に対ࡦ本部を置いたԠٸ復旧支
ԉではଟくの組合が支ԉに携わっており、Ԡٸ
復旧では管工事業協同組合が、Ԡٸ給水では水
道事業体が中৺となって支ԉが行われたことが
明らかになった。また東日本大震災では被害が
大きかったためと考えられるが、Ԡٸ給水やそ
のଞの作業に従事した管工事業者もいた。
　Ԡٸ復旧はج本的には被災事業体の地ݩの組
合が復旧工事を行っていたが、被害の大きかっ
た地Ҭではଞ県からのԠٸ復旧支ԉを受けてい
た。地ݩ業者とଞ県からの支ԉ者との調には
՝が残っていることが明らかになった。
　水道事業体のة機管理対ࡦ状況の調査では、
ຖ年、Ԡٸ給水計画、Ԡٸ復旧計画の最ׂ合
は૿加しているが、まだ全事業体の数程度に
とどまっていることがわかった。
　災害対Ԡには水道事業体と管工事業協同組合
との連携が必ਢであり、今後のԠٸ復旧計画の
中で適にҐ置ͮけられることがまれる。

ݙจߟࢀ
1ʣ�ް生࿑ಇ省݈ہ߁水道՝ɽ東日本大震災水道
施設被害状況調査報ࠂ書ʢ平成 23 年度災害
査定ࢿྉ理൛ʣɽ2012ɽ

2ʣࡕ�ਆ・୶࿏大震災調査報ࠂ書ฤ集ҕ員会ɽࡕ
ਆ・୶࿏大震災調査報ࠂ書ʵラΠϑラΠン施
設の被害と復旧ʕɽ1997

3ʣ�東日本大震災における被災地 5件に対するԠ
復旧Ԡԉ状況の調査結果についてɽ全管連ٸ
δϟーφルɽ2011�12

�ʣ�日本水道協会ϗーϜϖーδɽ東日本大震災復
支ԉ本部�水道の被害と対Ԡʙ東日本大震ڵ
災復ڵ支ԉ本部の活ಈʙ

5ʣ�大ᖒ規ɽ東日本大震災における全管連の復
旧活ಈɽきゅうすい工事ɽ/P�29ɽ2012 新年
号

ද �　Ԡٸ෮چの目ඪؒظ設ఆの༗ແ

ද �　Ԡٸ෮ऀۀچͱの協ఆ

註）“ 件数 / 事業者 ” は協定を結んでいる水道事業者に対する件数の平均
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平成29年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成課題報告書

͡Ίʹ�

　平成 2�ʢ201�ʣ年度から平成 27ʢ2015ʣ年度
にかけて実施された、中層Ϗルʢ5֊ݐて程度
を上ݶとする集合ॅʣの給水γεςϜにおけ
るٯ流ࢭについてのڞ同研ڀをجに、平成 29
ʢ2017ʣ年 3月にʢ公財ʣ給水工事技術ৼڵ財団
より「結給水におけるٯ流ࢭγεςϜ設置
のΨΠυラΠンとその解આ」が発行された。
　その中で、ٵഉؾหに続するυレン配管は、
管のܘޱやԆ長によって立管への୯Ґ時間当た

りのྔؾٵに大きなӨڹを༩えることがࣔされ
ており、当研ڀでは、υレン配管の長さ、ܘޱ
に対するྔؾٵの確ೝとして、υレン配管のԣ
引きと立Լりの長さをஈ֊的に変え、ซせて、
の変Խについྔؾٵ、を変えて実験を行いܘޱ
て検証した。ʢਤ �ᶃʣ
　また、ഉ水管の٧まりを想定して、ഉ水ϗッ
ύーʢ実験では水૧ʣ水໘からυレン配管部
までのഉ水ۭޱ間の高さを変えて、ؾٵの際の
水໘の状況やࠐٵΈの有ແを実際の てのݐ֊5
立管で実験を行い、ࠐٵΈ高さ1 について検証
した。ʢਤ �ᶄʣ

�ݧ࣮

�ʣྔؾٵͷมԽʹ͍ͭͯͷূݕ
๏（ਤํݧ࣮（�） （রࢀ�
　実験には、ܘޱ 20NN、25 ʷ 20NNʢ本体ޱ
ܘ 25NN・υレン配管続部ܘޱ 20NNʣおよ
ͼ 25NNの 3छྨのٵഉؾหを用いた。υレン
配管は、ٵഉؾหからのԣ引き管にΤルϘを介
して立Լり管を取り付けたものである。これを
実験配管に取り付け、真ۭϙンϓによりෛѹを
発生させ、ྔؾٵのଌ定を行った。

ڥหͷదͳઃஔؾഉٵ
ʹؔ͢Δௐࠪڀݚ

ձձʣڠਫγεςϜڅʢلຊࢁදऀɹڀݚ

　͜ͷ研究ɺٵഉؾหͷྔؾٵͱυϨンͱͷؔੑɺυϨン部ͷഉ水ۭؒޱにͭ
͍て࣮ݧにΑΓূݕΛͨͬߦͷͰ͋Γɺͦͷ͜ͱに͍ͭてใ͢ࠂΔɻ
　研究ɺ平成 29(2017) 年 3 月にʢ公ࡒʣڅ水工事ٕज़ৼஂࡒڵΑΓʮ݁څ水に͓͚Δ
͕ྔؾٵหͷؾഉٵΕɺ͜ͷதͰɺ͞ߦγεςϜ設ஔͷΨイυϥインͱͦͷղઆʯ͕ൃࢭྲྀٯ
υϨンͷ長͞ܘޱに͕ؔ͋ੑΔ͜ͱ͕ࣔ͞Εて͍Δ͜ͱΛड͚ɺ࣮ݧにΑΓυϨン
ͷܗଶͱྔؾٵͷมԽに͍ͭてূݕΛͨͬߦͷͰ͋Δɻ
　·ͨɺഉ水ϗούʔ水໘͔ΒυϨン部·Ͱͷഉ水ۭؒޱに͍ͭてɺ࣮ࡍͷݐにଈͨ͠
ɺ҆શੑ͕֬อ͞ΕΔഉ͠؍Λگঢ়্͛ٵにΑΓ水ͷݧ࣮ྲྀٯ水ཱͷڅ設උに͓͍てɺݧ࣮
水ۭؒޱͷূݕΛͨͬߦͷͰ͋Δɻ

要　旨

 Έ͕ੜ͡たͱ͖のυϨϯ管ࠐٵͱはɺ͞ߴΈࠐٵ：1
のు水ޱからഉ水ϗούーのӽྲྀ໘·でのਨڑ
をい͏Ň

ਤ ͼ設ஔਤٴഉ気弁ٵ　�
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平成29年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成課題報告書

　なお、ෛѹのʢ大ؾとのࠩѹʣは、εΣー
σン上Լ水道協会で定められているʵ 2�9LPB を
用いて、Ϛϊϝーλでଌ定を行った。

Ռ݁ݧ࣮（�）
　ද �およͼਤ �にࣔす。
　以上の実験結果より࣍のことが確ೝされた。
ᶃυレン配管は全長が同͡であれ、ԣ引きや
立Լりの長さの変Խには関係なく、΄΅同͡
。であったྔؾٵ

ᶄྔؾٵはυレン配管の全長に比ྫして、ݮ少
。向であった

ᶅٵഉؾหܘޱ 25 ʷ 20NNは、ܘޱ 25NNの
ܘޱหにؾഉٵ 20NNのυレン配管を用し
ているため、ྔؾٵのݮ少ׂ合が最も大きく
なった。

ද �　υϨϯのԣ引͖ ͱཱ͞ԼΓ の֤݅͞ʹର͢Δٵ気ྔ

ਤ ਤݧ࣮　�
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�ʣࠐٵΈ͞ߴʹ͍ͭͯͷূݕ
๏（ਤํݧ࣮（�） （রࢀ�
�実験には、ܘޱ 20、25 ʷ 20 およͼ 25NN の
หからؾഉٵ、หを用い、υレン配管はؾഉٵ
のԣ引き管にΤルϘを介して立Լり管を設置し
た。ϙンϓにより立管部の水ѹを一ൠ的な
0�15.PB に設定し、立管へ充水後、給水όルブ
をด͡、1'ج部ܘޱ 50NNのഉ水όルブʢϘー
ルόルブʣをॠ時に全開し、མ水したときのυ
レン配管から水૧の水ʢഉ水ϗッύーの水໘と
Ծ定ʣのࠐٵΈ状況を؍し、υレン配管部
と水૧水໘との高さのଌ定を行った。

ਤ ਤݧ࣮　�

ਤ �　υϨϯશͱٵ気ྔのؔ（弁ࠩѹʵ��9L1B࣌�）

 2： λέϊί管ͱはཱ管͕ج෦から෦に
か͚ͯܘॖ͕ܘޱする管をい͏Ň
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　また、ѹ力ηンαーʢ連成計ʣを部ٵഉؾ
หԼおよͼ 5'、�'、3'、2' の給水管ذ
部に取付け最ෛѹをهした。なお用す
る給水立管は、ܘޱ 50NN 同ܘ配管と、ܘޱ
50NNˠ �0NNˠ 25NNのλέϊί配管2 の 2
छྨで行った。

Ռ݁ݧ࣮（�）
　実験時の水໘の変Խを写真 �にࣔす。ද �は
実験結果のৄࡉをࣔし、ද �およͼਤ �は、実
験の結果をまとめたものである。
　以上の実験結果より࣍のことが確ೝされた。
ᶃද �より、本実験結果を必要なഉ水ۭޱ間に
রらし合わせ安全を出すと、おおΉͶ「3」
以上であり、ेに安全であることが確ೝさ
れた。

ᶄਤ �より、υレン配管の全長が同͡場合、λ
έϊί配管より同ܘ配管が、ࠐٵΈ高さが高
くなる向であった。

ᶅਤ � より、ٵഉؾหܘޱ 25 ʷ 20NN と
25NN についてのυレン配管長 300NN と
1150NNのࠐٵΈ高さを見ると、同ܘ、λέ
ϊί配管ともに 1150NNの方が高い。

�ߟ

�ʣྔؾٵͷมԽʹ͍ͭͯ
ਤ �より、ٵഉؾหのྔؾٵはυレン配管長

により変Խし、配管長が長くなる΄どྔؾٵが
が一ڹのӨ߅ࡲ向にある。これは管ຎ少ݮ
Ҽとਪする。

　また同ਤの 25 ʷ 20NNの結果より、ٵഉؾ
ห୯体のྔؾٵはυレン配管のܘޱにより変Խ
し、υレン配管ܘޱがٵഉؾหのܘޱより小さ
くなると、ྔؾٵのݮ少ׂ合が高くなる。これ
はܘޱ 25NNのٵഉؾหにܘޱ 20NNのυレン
配管を用しており、υレン配管とٵഉؾหと
の流࿏அ໘の໘ੵ比が小さくなるためとਪす
る。
　なお、いͣれの件もυレン配管に 1Χ所の
り管を有しており、実験結果には、この部ۂ
のଛࣦもؚまれている。

�ʣࠐٵΈ͞ߴʹ͍ͭͯ
ᶃ立管ܗଶの違いによる؍
ਤ �より、υレン配管へのࠐٵΈ高さは、同

。配管がλέϊί配管より大きくなっているܘ
これは、ද �の「立管の最ෛѹ」より、λ
έϊί配管の最ෛѹが同ܘ配管より大きな
となっているため、立管上部がॖܘしているこ
とにより、ؾٵ߅が大きくなることにىҼし
ているものと考えられる。
ᶄυレン配管のܘޱによる؍
ਤ �でࠐٵΈ高さを、本体ܘޱが 25NN、υ

レン配管ܘޱが、それͧれ 25NNと 20NNの違
いで比ֱすると、υレン配管 20NNがٵいࠐΈ
高さが高い。これは、ؾٵ能力が高いٵഉؾห
であっても、ٵഉؾหܘޱよりも小さなυレン
配管ܘޱ内では流速が૿加し、υレン配管ઌ
のѹ力がܘޱ 25NNよりも 20NNの方がԼす
るため、ٵいࠐΈ高さが高くなっているものと
ਪଌする。

写真 �　水面のঢ়ଶ
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ද ��　υϨϯの ͱ͞ࠐٵΈߴ ͱ͞のؔ（࣮݁ݧՌ）



● Vol.19  No.2  2018. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

25

·ͱΊ�

หのυレン配管施工に関しては、統一ؾഉٵ　
されたج準がແいため、現場によりさま͟まで
ある。本実験で得られた安全な施工についての
検証結果を、以Լにまとめる。
性能を、できるだけҡ持するؾٵหのؾഉٵ˓
ためには、
・υレン配管の長さはۃ力くする。
・υレン配管のܘޱはٵഉؾหと同ܘޱが
ましい。
・給水立管のܗଶは同ܘ配管をج本とし、λ
έϊί配管とする場合は、上部の配管ܘޱ
をٵഉؾหのܘޱ以上にอつことがまし
い。

˓υレン配管からのഉ水のࠐٵΈをࢭするた
めには、
・υレン配管のഉ水ۭޱ間を 2%ʢυレン配管
ʷܘޱ 2ʣがましい。

ද �　ඞཁͳഉ水口空ؒͱ࣮ݧʹΑΔࠐٵΈߴ ͱ͞のରൺ

ਤ ��　υϨϯͱࠐٵΈߴ のؔ͞

　　˞ 1　ඞཁͳഉ水ۭؒޱͱしͯు水ۭؒޱ 2% をҾ༻したɻ̙はυϨϯ管ܘをࣔすɻ
　　˞ 2　表 � は水໘のঢ়ଶ͕連ଓɺؒܽࠐٵΈののを表しɺਤ � にਤࣔしたɻ
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͡Ίʹ�

地、ੵઇ地で大規ྫྷפ地や準ྫྷפにقפݫ　
な災害が発生して、中・長期間のఀిやஅ水が
発生すると、給水管や給౬管、給౬ث、公衆ト
Πレ等のౚ結ࢭ対ࡦができなくなることが༧
想される。通ి後に、ౚ結によるଛই部から水
࿙れがଟ発すると考えられている。
　۩体的には、֎に設置したஷ水૧まわりの
給水管のౚ結ࢭώーλが加ෆ能になる。同
༷に、༸ࣜ便ثのトラッϓ部や֎に取り付け
られた給౬ثのౚ結ࢭώーλも加できͣ、
ଛইする可能性がある。給水がఀࢭすると、流
ಈࣜのౚ結ࢭもできない。公衆トΠレのౚ結
ࢭ対ࡦとして、ࣗಈ間ܽ流ಈ方ࣜのଞ、手ચ
知ηンα付ࣗಈ水ખと連ಈしたࣗಈ水ൈײのث
方ࣜが࠾られていることもあるが、ఀి時やஅ

水時は作ಈできない。
　水道結૿ѹ方ࣜや水道結ѹ方ࣜの拡大
により、給水装置で新たなౚ結の発生がݒ೦さ
れる。όブル期、東地方ೆ部にݐてられたあ
る高層集合ॅは、入ډがくかったり、利
用がかったりした。このためにౙق、మے
ίンクϦートۥ体εラブ上に配管した給水管や
給౬管のౚ結がස発した。िのΈに利用する
・では、ౚ結した配管が解ණできͣ、給水ށॅ
給౬の利用ができないこともあったという。配
管のഁଛかりでなく、あるՕ所がౚ結すると
連的にଞのՕ所もౚ結する現象もىきた。
　比ֱ的、大規地震のଟいٶ県は、2011 年
3 月 11 日に発生した東日本大震災以前の過去
100 年間に発生したϚグニνϡーυ 7�0 以上の地
震は、࣍の通りである。ݐށてॅで中ԝࣜ給
౬設උをؚΉݐங設උが発展した 1970 年以降

େن࣌ࡂͷౚ݁ࢭରٕࡦज़

ʢౡେֶʣࢤදऀɹҪ�ਔڀݚ
ʢւಓେֶʣ߂ɹᖛా�༃ऀڀݚಉڞ
ɹɹɹɹɹɹখྛ�　ޫʢ౦େֶʣ
ɹɹɹɹɹɹੁݪ�ਖ਼ଇʢٶڭҭେֶʣ

ͷఀిஅ水͕ൃؒظ生͠てɺதɾ長ൃ͕ࡂͳنɺੵઇͰ大ྫྷפ४ྫྷפにقפݫ　
生͢Δͱɺڅ水څ౬ɺڅ౬ثɺ公衆τイϨͷౚ݁ࢭର͕ࡦͰ͖ͳ͘ͳΔ͜ͱ͕༧͞
ΕΔɻ௨ిޙにɺౚ݁にΑΔଛই部͔Β水࿙Ε͕ଟൃ͢Δͱ͑ߟΒΕて͍Δɻ
　ౚ݁ࢭରࡦɺ東北ํͱ北ւ道ํに大͖ͳִͨΓ͕͋Δɻ東北ํͱ北ւ道ํͷݐ
ங設උٕज़ऀͷౚ݁ࢭにର͢Δجຊ࢟ͷҧ͍ɺʮஅϥインೝࣝͷ༗ແʯͱͬݴてաݴ
Ͱͳ͍ɻ༧ରࡦͷਖ਼ࠆɺͭ͗ͷ௨Γɻ·ͣɺجຊ計ը࣌にஅϥインΛ設ఆ͢Δɻ࣮ࢪ設計
౬څ水ɾڅに平໘ਤͱஅ໘ਤͰஅϥイン͕࿈ଓ͠て͍Δ͜ͱͷ֬ೝͱɺஅϥインͷଆに࣌
ஔ͕ஔ͞Εて͍Δ͜ͱΛਫ਼ࠪ͢Δɻ·ͨɺࢪ工ஈ֊Ͱ֬࠶ೝ͢Δɻ
　͜ͷଞɺྔ水ث設ஔεϖʔεͱू߹ॅͷڞ༻௨࿏ͷؔɺݐށてॅू߹ॅͰͷௗډ
ͷಋೖͳͲྀ͠ߟͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻஅϥインͷ͔ؔΒɺ֎அ工๏͕ྑ͍ɻ͔͠͠ɺ
Λબͨ͠ํ͕྿Ձͩͱ༧͢ΔɻډΔͱ֎அ工๏ΑΓɺௗ͑ߟ工අΛࢪશମͷݐ

要　旨
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のੈلだけでも、5ճも発生している。
�県ԭʢ193ٶ・ 年 11 月 3 日、.7��ʣ
県ԭʢ1937ٶ・ 年 7 月 27 日、.7�1ʣ
県ԭʢ1978ٶ・ 年 � 月 12 日、.7��ʣ
県部ʢ2003ٶ・ 年 5 月 2� 日、.7�1ʣ　
県ԭʢ2005ٶ・ 年 8 月 1� 日、.7�2ʣ
内ʢ2008ٶ・手ؠ・ 年 � 月 1� 日、.7�2ʣ
ԭʢ2011ࡾ・ 年 3 月 9 日Ŋ .7�3ʣ

౦ɾւಓͰͷେͷՄੑ�

地の東やւ道では、ೋつの大きな地ྫྷפ　
震発生の可能性が༧想されている。قפݫに発
生すれ、ఀిによるౚ結被害が想定される。
　一つ目の༧想は、2017 年 12 月 19 日に府
の地震調査ҕ員会が、ڊ大地震発生がഭし
ている可能性が高いと発表したւ道東ଆԭ合
にあるઍౡւߔϓレートڥ界を震源とするもの
で、Ϛグニνϡーυ8�8程度以上を༧想している。
過去の大によるଯੵの調査結果から、過
去 �500 年間に最ଟで 18 ճ発生しており、平ۉ
発生間ִは 3�0 ʙ 380 年とਪ定している。前
ճの地震は 1�11 年から 1�37 年の間にىきたと
されており、すでに �00 年程度ܦ過した。府
の地震調査ҕ員会は、この地震によりւ道東
部に大をもたらすڊ大地震がۓഭしている
可能性が高いとしている。
　ւ道大ֶの平一ਉ名༪ڭतによれ、前
ճの �00 年前のڊ大のࠟは、ࠜࣨから
ेউにとどまらͣ、ւ道のՐ、੨県や
にも見られるという。؛手県等のଠ平༸Ԋؠ
ւ道から東のଠ平༸Ԋ؛では、東日本大震災
と同༷の被害が発生する可能性が高い。
　ೋつ目の༧想は、東の中৺都ࢢ・ઋ台が、
震度 7程度のԼܕ地震にऻわれる可能性があ
るというものだ。ઋ台のԼにる長さ �0LN
の長ொʵ利府ઢஅ層帯が引きىこし、ٸۓ地震
速報が間に合わない程のಥવのܹしい༳れを༧
想している。本அ層帯は、過去 �ʙ 5 ສ年間に
少なくとも 3ճ活ಈしたとਪ定されており、最

新の活ಈは 1�000 年前以後にあったと考えら
れている。熊本地震とྨࣅしており、東大ֶ
災害Պֶ国際研ڀ所の源ӫ正人ڭतらの研ڀグ
ルーϓによれ、మےίンクϦートのݐで
も่յして、1�000 人のࢮ者ෛই者がでるとし
ている。

ରࡦ�

ᶃ�அϥΠϯ（શൠ）
　東地方とւ道地方のݐங設උ技術者のౚ
結ࢭに対するج本࢟の違いは、「அラΠン
ೝ識の有ແ」とݴっても過ݴでない。東地方
の技術者のଟくは、அࡐをりܽいたり、
り྾いたりすることにແணである。当વ、東
地方では、அラΠンの内ଆに配管しなけれ
ならないという意識がرബである。ఀి時に
給水・給౬配管や装置がౚ結しないためには、
அラΠンの内ଆに配置することをపఈする必
要がある。
　அラΠンの内ଆであってもւ道地方で
は、ݐஙのஅ性能が今΄ど高くない時期は、
ύΠϓγϟϑトを֎นଆに設けることをせͣ、
֎นかられたՕ所に計画した。東地方では、
ங平໘計画でύΠϓγϟϑトのҐ置を内部にݐ
する配ྀにܽけている。内அ工法のஅラΠ
ン内ଆで֎นにԊってύΠϓγϟϑトを配置す
ると、配管をݻ定する支持ۚを֎นに取り付
ける可能性もあり、これがྫྷڮʢクールブϦッ
δʣとなり、ౚ結のݥةがはらΉ。֎นۙくの
మےίンクϦートεラブを配管؏通させる場合
もౚ結が生͡やすくなる。
ਤ �のように、֎นの֎ଆにύΠϓγϟϑト

を配置するのはආけるべきである。やΉを得ͣ
設ける場合は、ਤのように検൶を֎から開
ดすべきでない。ਤのような平໘計画であって
も、அラΠンをどのように連続させて、ౚ結
をආけようとするのかを考ྀする。
　最上֊で、మےίンクϦートۥ体のԼଆに発
๐ܥஅࡐをଧちࠐΉ内அ工法では、結࿐
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のためにελΠロϑΥーϜ用のΠンαートをࢭ
利用することで、り支持ۚからのౚ結ࢭ
対ࡦにもなっていた。最ۙは、上のమےίン
クϦートۥ体の上にஅࡐをෑく֎அ工法が
૿えており、最上֊のఱҪ部の配管でのౚ結
。にもつながっているࡦ対ࢭ
　༧対ࡦの正ࠆは࣍の通り。まͣ、ج本計画
時にஅラΠンを設定する。実施設計時に平໘
ਤとஅ໘ਤでஅラΠンが連続していることの
確ೝと、அラΠンの内ଆに給水・給౬管や装
置が配置されていることをਫ਼査する。また、施
工ஈ֊で再確ೝする。このことができていない
場合は、ସえ案で対ࡦを͡ߨる。
ᶄ�அϥΠϯ（ओʹ、造の߹）
　東地方ೆ部のݐށてॅや層の集合
ॅでは、ਤ �のように、֎に給水管を立ち
上げて、อԹとथࢷ製Χόーが一体になった
製品でஅを施す場合がある。அラΠンのط
֎ଆを給水管が配管することになるので、ౚ結

の可能性がある地Ҭや場所では、水ൈきખを設
ける。
ᶅ�அϥΠϯ（ओʹ、మےίϯΫϦート造の߹）
　中層以上の集合ॅや事務所Ϗル、ςφント
Ϗル等に、水道結૿ѹ方ࣜや水道結ѹ方
ࣜの給水方ࣜを࠾用することが૿えている。
　ྫえ、1֊のΤントランεϗールや管理人
ࣨ等をআいたϐロςΟ部がறं場で、2֊以
上の֊は集合ॅとする。2֊ॅډ部は、మے
ίンクϦートεラブԼ部にஅࡐがଧちࠐまれ
たり、ਧき付けられたりする。給水管は、上向
き供給方ࣜとなり、1֊のఱҪ内に給水ԣ主管
を配管するのが一ൠ的である。
　ఱҪࡐは、ఱҪࡐ同࢜やۥ体部との見り等
にܺ間が生͡る。またఱҪࡐの上にஅࡐをෑ
いても、ఱҪ検ޱがあったり、র明ث۩やՐ
災報知ثの検知部への配ઢ等があったりするた
めに全にはෑき٧めることはできない。非常
用発ిճ࿏のܥ統から給ిすれྑいが、用
ి源とするとఀిによりిώーλでのౚ結
はできない。給水ԣ主管の配管部のΈ、మࢭ
ۥ体によるೋ重εラブにしてۥίンクϦートے

ਤ �　外ʹڅ水Λཱͪ上͛（அ面ਤ）
（ౡࢢ水道ࢿہྉ）

8BUFS�1MVNCJOH�JO�0VUEPPS
（$SPTT�TFDUJPO�%JBHSBN）ਤ �　外นʹ͢ΔύΠϓγϟϑトの例（ฏ面ਤ）��）

&YBNQMF�PG�1JQF�4IBGU�BMPOH�0VUFS�8BMM
（1MBOF�4FDUJPO）
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体にஅを施すことで、ౚ結を؇できる。
　पลがஅ水すれ水は出ないので、給水管が
水ൈきできるようなા置をするのがྑい。その
後、復旧して通水した場合は、ఀిしたままで
あれ、流水によるౚ結ࢭ方法をとるべき
である。このような手ॱをݐごとのγεςϜ
に合わせてϚニϡΞルԽしておくのが؊要であ
る。
　集合ॅのறं場部をྫにڍげたが、ՙࡹ
きࣨやं྆通行部のఱҪ内配管も同༷であ
る。
ᶆ�ྔ水ث設ஔεϖーεͱ集߹ॅのڞ用௨࿏
　集合ॅで、ྔ水ثの設置εϖーεは、給水
立て管のύΠϓγϟϑトを݉用するとともに、
೩মࣜ給౬ثの設置場所にもなる。平໘的に、
ྔ水ث設置εϖーεは、அラΠンの֎ଆにな
る。೩মࣜ給౬ثがΨεขきの場合、ࣗવ通風
を考ྀすることがଟく、֎部に໘して配置する
ことからిώーλで加Թしないとౚ結する。
　ྔ水ث設置εϖーεが通風を必要としなくと
も、֎とమ൘൶ 1ຕでִてたྔ水ثεϖーε
は、ྔ水ثをஅΧόーでอԹしてもྫྷפ地で
はిώーλで加Թしなけれ、ౚ結を͙
ことはしい。つまり、ఀిすれ、ౚ結の可
能性が高い。ۙ年、集合ॅでもώートϙンϓ

給౬機をબすることがଟいことから、֎Ϣ
ニットは֎に設置せ͟るを得ないが、ஷ౬λ
ンクは֎นにしておく必要はない。ώートϙ
ンϓ給౬機をબした場合、ྔ水ثを集中検
方ࣜʢ遠ִ検方ࣜʣとすることで、計ྔ法に
よる 8年ごとのྔ水ثの交になるので、必ͣ
しもڞ用࿓Լに໘して設置する必要はない。
　ੵઇ時のආとফ活ಈをԁにするため
に、ࡳຈでは、集合ॅのڞ用通࿏をғっても、
֎の開์ڞ用通࿏と見なすಛྫがあるため
に、ྔ水ث設置εϖーεがڞ用通࿏に໘してい
てもౚ結しにくくなっている。ੵઇ地でғった
ఀ、用通࿏を開์ۭ間に見なすા置があれڞ
ి時、ྔ水ثとपล配管のౚ結を໔れる可能性
がある。
ᶇ�ௗډ（Φーόϔッυ）
　東地方では、水ൈきખから給水管をઌ上が
りにޯ配をつけて配管をすることをݪଇとする
ことがଟかった。ւ道地方のݐށてॅでは、
給水管がݐ内に入ると、いったんఱҪ内まで
立ち上げて、1֊ఱҪ内をԣ引き配管、Լ向き
にث۩へ配管するௗډ配管も用いられた。
　మےίンクϦートの集合ॅでも、ւ道
地方ではఱҪ内をௗډ配管することをしたʢਤ
�ʣ。ఀిしても、ॅډしていれ発があり、

ਤ �　集߹ॅのௗډの例 �）

&YBNQMF�PG�0WFSIFBE�1MVNCJOH�JO�"QBSUNFOU�DPNQMFY
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ஆؾがఱҪ付ۙに上がることから、ఱҪ内のௗ
配管部はౚ結しにくい。また、水ൈきを行うډ
こともできる。東地方のଟくの集合ॅで࠾
られるమےίンクϦートۥ体εラブの上のసが
し配管は、配管पลのԹ度がくౚ結に੬ऑで
ある。給水管や給౬管、Ψε管やഉ水管が交ࠩ
するために、全な水ൈきもࠔである。
　మےίンクϦートۥ体εラブの上のసがし配
管であっても、ݐஙのஅ方法に配ྀすること
で、ଟ少はౚ結が؇される可能性がある。ਤ
�Bは、一ൠ的な内அ工法の集合ॅの֎นप
ลのஅ໘ਤである。֎นଆをεラブԼまでஅ
することで、அが強Խされることから、ۥ体
からのྫྷڮによるྫྷ٫を؇できるʢਤ �Cʣ。
さらに、֎அ工法にすることにより、அラ
Πンが全に連続するためにྫྷڮができなくな
り、ౚ結ࢭ対ࡦの強Խにつながるʢਤ �Dʣ。
しかし、֎அ工法を࠾るのには、ڞ用通࿏ʢ֎
࿓Լʣやόルίニーを、ॅډ部のݐからಠ立さ
せる必要があり、ݐ設ίεトの૿ֹにつながる。
ᶈ�水ൈ͖栓
　東地方は、ݐށてॅのॅຽが水ൈきખの
場所やૢ作方法、ݪ理等を΄とんど知らないと
でない。水ൈきખのૢ作方法をݴっても過ݴ
知っていたとしても、水ൈきખをૢ作すれ管
内の水がൈけきると考えているのが実ଶだとਪ
ଌする。水ൈきખのૢ作にあわせて、ۭؾを給
水管に入れないと水がൈけないという知識が
しい。
　また、1年に 1 ճ以上、水ൈきખをૢ作しな
いとಈ作しなくなることを理解していない。ి
ಈࣜ水ൈきખが、ఀి時ૢ作できないことのೝ
識もないし、対ॲ方法も知れっていない。水
ൈきખのૢ作方法や組Έ等をप知する必要が
ある。
　東地方は、給౬ثを֎に設置することが
ଟい。֎に設置した給౬ثは、ిؾώーλで
ౚ結ࢭをしておりఀి時は、ౚ結ࢭができ
ない。給水管ଆと給౬管ଆの方の配管の౬水
を同時にൈくことのできる౬水ൈきખへの交

ਤ �B　Ұൠతͳ内அ๏（அ面ਤ）�）
(FOFSBM�*OTJEF�*OTVMBUJPO�8PSL
（$SPTT�TFDUJPO�%JBHSBN）

ਤ �C　அΛڧԽした内அ๏（அ面ਤ）�）
3FJOGPSDFE�*OTVMBUJOH�*OTJEF�*OTVMBUJPO�8PSL

（$SPTT�TFDUJPO�%JBHSBN）

ਤ �D　外அ๏（அ面ਤ）
0VUTJEF�*OTVMBUJPO�8PSL（$SPTT�TFDUJPO�%JBHSBN）
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をଅすべきである。
ᶉՈఉ用ώートϙϯϓڅ౬ػ
　家ఉ用ΤίΩϡートは、ౚ結ࢭώーλによ
る配管や源装置のอޢと給౬装置によるࣗಈ
的なౚ結ࢭӡసʢ流水によるཋ૧配管のౚ結
อޢなどʣが充実しており、ి源が供給される
用者による日常の水ൈきな。り安全であるݶ
どの対ࡦもෆ要なέーεがଟい。
　しかし、قפۃにి源供給が్ઈえた場合の
対ࡦとして、֎機Ϣニットからஷ౬૧への
り配管に専用のిಈหを設け、ఀి৴号で開ห
して流水にて交ث内のౚ結をࢭして、復
ి時にดหして復旧する装置ʢਤ �ʣがൢചさ
れているが、あまりීٴしていない。
ᶊ�ஷ水૧
　東地方のຽ間ݐஙは、ࢁ間地にݐつ場合
や重要性の高い施設をআき、ஷ水૧を֎に設
置することがଟい。このため、ஷ水૧やそのप
ลが、֎ؾに࿐することから、ஷ水૧水
໘や水のಈきが少ないഉ水管や༲水管等がౚ結
しやすい。
　東地方では受水૧への入水管ʢ給水引ࠐ管ʣ
は、ిώーλによりౚ結ࢭをすることが一
ൠ的である。ఀిとஅ水がىきることを考ྀす

ると給水管に水ൈきખを設置して、ౚ結ࢭを
ਤる必要がある。
　ஷ水૧の水໘がౚ結する可能性が高い。ஷ水
૧水໘のౚ結のϝΧニζϜは、Ҳ水管ʢΦーό
ϑロー管ʣからྫྷやされた֎ؾがஷ水૧に৵入
して、通ޱؾからൈけてஷ水૧のؾ層部がྫྷ٫
されるもので、ਤ �の通りである。この要Ҽに
よる水໘ౚ結を͙ために、Ҳ水管にΤΞϋン
υϦングϢニットۭܕ調機のυレン管に取り付
けるためのυレントラッϓʢٯ流ࢭ機能付ഉ
水ۚ۩ʣが有ޮである。
　Ҳ水管に やܕࣈ4 Pܕࣈ6、ܕࣈのトラッϓ
を設けてౚ結ࢭをਤっている事ྫが見受けら
れるが、࣍のことからආけるべきである。
・トラッϓの෧水がౚ結して、Ҳ水した場合、
Ҳ水管の機能を果たせない。

・トラッϓ部のౚ結ࢭのためにώーλ加Թを
すると෧水がৠ発しやすく、෧水がれる。

・トラッϓに෧水を充రする手間がかかる。ഉ
水トラッϓに用いられるࣗಈ補給水装置もあ
るが、ౚ結しやすいՕ所になる。

・෧水はড়水ではなく、Ԛ水とଊえるのがଥ当
である。Ҳ水管にはు水ۭޱ間を設けなけれ
ならͣ、これに違する。

B　ౚ݁ࢭ弁装ஔ
"OUJGSFF[F�7BMWF�%FWJDF

C　弁装ஔΛؚΉܥ౷
4ZTUFN�*ODMVEJOH�7BMWF�%FWJDF

ਤ �　ώートϙϯϓڅ౬ػ用ౚ݁ࢭγεςϜ �）�）

"OUJGSFF[F�4ZTUFN�GPS�)FBU�1VNQ�8BUFS�)FBUFS
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ݙɾ引用จߟࢀ
̍ʣ�ۭؾ調・Ӵ生工ֶ会ฤɿۭؾ調・Ӵ生工ֶ
便ཡ、ୈ 12 ൛、Ԡ用ฤ、ྫྷפ地の給ഉ水Ӵ生
設උʢ1995ʣ

̎ʣ�Ҫਔࢤɿ給水設උŊ 東地方の給ഉ水Ӵ生
設උとۭ調設උのౚ結対�0008.�&4"(�4ࡦ�
2005ŊQQ��7 ʙ �1Ŋۭؾ調・Ӵ生工ֶ会Ŋʢ2007ʣ

̏ʣ�中ࢁɿւ道におけるྫྷפ地設計のཹ意事߲、
給ഉ水設උ研ڀ、QQ�1� ʙ 19Ŋʢ2015�1ʣ

̐ʣ�高দ߁ೋɿྫྷפ地・ੵઇ地でのཹ意事߲Ŋ 中ԝ
ࣜ給౬設උの設計方法�R�2027�2015Ŋ 中ԝࣜ給
౬設උ設計方法検౼小ҕ員会成果報ࠂ書Ŋ ؾۭ
調・Ӵ生工ֶ会Ŋ QQ�178 ʙ 18�Ŋʢ2013ʣ

̑ʣࣜג�会社ޫ合ۚ製作所・ւ道ి力ࣜג会社ɿ
ಛڐ �5�8900 号、ώートϙンϓࣜ給౬機のౚ結
ࢭγεςϜとそのౚ結ࢭห装置

̒ʣ�小ྛޫ・ੁݪ正ଇ・Ҫਔࢤ・൧প༃・ాݪ
ɿ大規災害時のఀిによるۭ調・給ഉ水Ӵ
生設උのౚ結事ྫ༧ଌと対ࡦの検౼ʢୈ̏報ʣ
給౬源設උとফՐ設උŊ 調・Ӵ生工ֶؾۭ
会東支部ֶ術・技術報ࠂ会จ集Ŋ QQ�59 ʙ
�0Ŋ 東大ֶʢ2015�3ʣ

̓ʣ�Ҫਔࢤ・ా中ଇ・ࡈ౻ढ़・מ༸行・Ԭ
ా೭・前ా৴࣏・Ҫܒଠ・ॅٱ知༟ɿ֎

ஷ水૧のౚ結ࢭ対ࡦの実験的検౼ʢୈ 1報ʣ
目的と༧උ・؆қ実験Ŋ 調・Ӵ生工ֶؾۭ
会東支部ֶ術・技術報ࠂ会จ集Ŋ QQ�87 ʙ
88Ŋ 東工業大ֶʢ201��3ʣ

̔ʣࡈ�౻ढ़・Ҫਔࢤ・ా中ଇ・מ༸行・Ԭ
ా೭・前ా৴࣏・Ҫܒଠ・ॅٱ知༟ɿ֎
ஷ水૧のౚ結ࢭ対ࡦの実験的検౼ʢୈ 2報ʣ
本実験計画Ŋ 調・Ӵ生工ֶ会東支部ֶؾۭ
術・技術報ࠂ会จ集Ŋ QQ�89 ʙ 90Ŋ 東工業
大ֶʢ201��3ʣ

̕ʣ�ా中ଇ・ࡈ౻ढ़・מ༸行・Ҫਔࢤ・Ԭ
ా೭・Ҫܒଠ・前ా৴ॅٱ・࣏知༟ɿ֎
ஷ水૧のౚ結ࢭ対ࡦの実験的検౼ʢୈ 3報ʣ
本実験結果と考Ŋ 調・Ӵ生工ֶ会東ؾۭ
支部ֶ術・技術報ࠂ会จ集Ŋ QQ�105 ʙ 10�Ŋ
東ֶ院大ֶʢ2017�3ʣ

10ʣ�Ҫਔࢤ・ా中ଇ・ࡈ౻ढ़・מ༸行・Ԭ
ా೭・前ా৴࣏・Ҫܒଠɿ֎設置ஷ水૧
のౚ結ࢭ対ࡦの実ફ研ڀŊ 調・Ӵ生ؾۭ
工ֶ会大会ֶ術ߨԋ会จ集Ŋ ୈ Ŋר1 QQ�1�5
ʙ 1�8Ŋ�高知工Պ大ֶʢ2017�9ʣ

11ʣ�ۭؾ調・Ӵ生工ֶ会ฤɿݐங設උのౚ結・ઇ
対ࡦ�計画設計施工の実務の知識、ʢ2018ʣ

ਤ �　ஷ水૧水面ౚ݁ϝΧχζϜ 8）��）

.FDIBOJTN�PG�8BUFS�4VSGBDF�'SFF[JOH�PG�0VUEPPS�3FTFSWPJS
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給水工事ٕज़ৼஂࡒڵμΠΞϦʔ給水工事ٕज़ৼஂࡒڵμΠΞϦʔ
ʢฏ���݄ʙ�݄ʣ

　�݄��ʢۚʣ ୈ ��ճஂࡒӡӦ࠙ஊ会� 会ٞࣨஂࡒ

　�݄��ʢ݄ʣ ୈ �7ճཧ事会� 会ٞࣨஂࡒ

　�݄��ʢՐʣ ୈ ��ճධٞһ会� খాٸϏル会ٞࣨ

ʏ ୈ �8ճཧ事会（ྟ࣌）� খాٸϏル会ٞࣨ

　�݄��ʢ水ʣ （ݝळా）事ٕ検ఆ会水装ஔڅ
ळాࢢ上Լ水道ہਔҪాড়水

　�݄��ʢʣ 　　　　　　 ʏ　　　　　　（ਆಸݝ）
ਆಸݝ事ۀ協ಉ߹（ւ໊ࢢ）

　�݄��ʢʣ 　　　　　　 ʏ　　　　　　（ฌݝݿ）
मηϯλー࣮शݚ設ٕݐాࡾ

　�݄��ʢʣ 　　　　　　 ʏ　　　　　　（ಸྑݝ）
ಸྑߴཱݝٕज़ઐߍ

　�݄��ʢ水ʣ ୈ �7ճࢽؔػฤ集ҕһ会� 会ٞࣨஂࡒ

　�݄��ʢ水ʣ 事ٕ検ఆ会（ւ道ᶃ）水装ஔڅ
मॴݚ水ٕज़څہ水道ࢢຈࡳ

　�݄��ʢʣ 　　　　　　 ʏ　　　　　　（ւ道ᶄ）
मॴݚ水ٕज़څہ水道ࢢຈࡳ

　�݄��ʢۚʣ ฏ ��ௐ査ڀݚ՝બߟҕһ会� 会ٞࣨஂࡒ

　�݄��ʢʣ ୈ̍ճڅ水装ஔ事ओٕज़ऀݧࢼҕһ会� 会ٞࣨஂࡒ

�݄ ��ʢ݄ʣ ฏ��څ水装ஔ事ओٕज़ऀݧࢼडݧਃࠐҊ内ɾئॻड付։࢝

ʏ ୈ �ճ۽本地څ水装ஔඃঢ়گௐ査ใࠂॻ࡞ҕһ会
会ٞࣨஂࡒ

�݄ ��ʢՐʣ ୈ ��ճ事会� 会ٞࣨஂࡒ

�݄　�ʢ݄ʣ ୈ �9ճཧ事会� 会ٞࣨஂࡒ

�݄ ��ʢʣ ୈ̍ճڅ水装ஔ事ओٕज़ऀのٕज़のҡ࣋ɾ上のたΊの
�शʹؔ͢Δ検౼会ߨ 会ٞࣨஂࡒ

�݄ ��ʢ水ʣ ୈ ��ճධٞһ会� ϋΟΞットϦーδΣϯγー౦ژ会ٞࣨ

�݄ ��ʢ水ʣ ୈ̍ճڅ水装ஔ事ओٕज़ऀװݧࢼ事ҕһ会� 会ٞࣨஂࡒ
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機 関 誌

編 集 委 員

■前回の編集後記でも少し触れましたが、
２月に新たな専務理事として石飛氏が就
任しました。石飛氏は厚生労働省水道課
長と水道計画指導室長を務め、水道行政
に対する豊富な経験と知識を有していま
す。一方、今国会に再提出された水道法の一部を改
正する法律案は衆議院で可決され参議院に付託さ
れました。この法案では指定給水装置工事事業者
制度への更新制の導入が規定されています。法案が
成立・施行されれば、５年ごとに指定の更新を行い、
それに合わせて主任技術者の研修実績などを確認
することが求められると考えられます。当財団として
も眞柄理事長、そして石飛新専務理事の下で、主任
技術者の生涯研修などの取り組みを進め、法案に基
づく水道の基盤強化に貢献してまいります。
■今号の特集では、普段良く目にするものの、その歴
史を知る機会は少ない消火栓と送水口の今昔に迫り
ました。特に送水口は歴史とともに形状が変化して
きており、読者の皆さまにも興味深く読んでいただ

けだのではないでしょうか。また、前号休
載した給水装置技術講座は今号から再開
し、「直結給水システムにおける給水管内

の逆流防止について」を掲載しました。複数回にわた
り掲載していく予定ですので、乞うご期待下さい。こ
のほか、給水装置工事技術に関する調査研究助成
課題報告書として、東日本大震災における応急復旧
支援、給排気弁の適切な設置環境、大規模災害時
の凍結防止対策技術に関する３本の論文を掲載しま
した。いずれも読みごたえのある内容となっています
ので、是非ご一読いただきたいと思います。
■次号は配管技能検定会に関する特集を掲載する
予定です。南海トラフ沖地震などの広域災害の発生
が懸念される中で、円滑な応急復旧支援を行うため
にも、管工事事業者のさらなる技術の向上が不可欠
です。当財団としても配管技能検定会を通じて、そう
した取組みを支援していきたいと考えており、検定会
を通じての水道事業者や管工事事業者との連携や、
合格された方の声などを発信したいと考えています。

編
集後

記

編
集後

記



※三刷の修正点は財団ホームページ『改訂 給水装置工事技術指針 新旧対照表』をご参照ください。



部位 被害数 割合
※

サドル本体損壊 74 179 504 4,454 1.7% 4.0% 11.3% 100.0%

給水管接続部破損 88 2.0%

給水管接続部抜け 11 0.2%

分類不能 6 0.1%

本体割れ 1 2 0.0% 0.0%

分類不能 1 0.0%

分水栓破損 3 17 0.1% 0.4%

給水管接続部破損 12 0.3%

給水管接続部抜け 1 0.0%

分類不能 1 0.0%

本体破損 7 306 0.2% 6.9%

給水管接続部破損 236 5.3%

給水管接続部抜け 61 1.4%

分類不能 2 0.0%

破損 1,593 2,432 3,327 35.8% 54.6% 74.7%

抜け 811 18.2%

分類不能 28 0.6%

破損 233 274 5.2% 6.2%

抜け 39 0.9%

分類不能 2 0.0%

破損 157 160 3.5% 3.6%

抜け 2 0.0%

分類不能 1 0.0%

波状ステンレス鋼鋼管 抜け 2 2 0.0% 0.0%

破損 424 426 9.5% 9.6%

抜け 2 0.0%

破損 25 26 0.6% 0.6%

抜け 1 0.0%

破損 6 7 0.1% 0.2%

その他 1 0.0%

本体被害 472 605 10.6% 13.6%

継手破損 116 2.6%

継手抜け 15 0.3%

分類不能 2 0.0%

止水栓被害 10 18 0.2% 0.4%

給水管接続部破損 7 0.2%

給水管接続部抜け 1 0.0%
※
被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。

第一止水栓部

水道メーター部

銅管

分類不能

鉛管

管種・構造

サドル付分水栓

不断水割T字管

分水栓

チーズ継手等

塩ビ管

ポリエチレン管

鋼管

給

水

分

岐

部

給

水

管

部

被害の総件数（4,454件）に対する割合（％）である。

東 日 本 大 震 災
給水装置被害状況調査
報　　告　　書

平成 28 年 9月

公 益 財 団 法 人  給水工事技術振興財団
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